
熊本城調査研究センター報告書　第６集

特別史跡熊本城跡復旧事業報告書２
－重要文化財長塀復旧に伴う発掘調査－

２０２１

熊本市熊本城調査研究センター

特
別
史
跡
熊
本
城
跡
復
旧
事
業
報
告
書
２

―
重
要
文
化
財
長
塀
復
旧
に
伴
う
発
掘
調
査
―
　
　
２
０
２
１
　
　

熊
本
市
熊
本
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー



熊本城調査研究センター報告書　第６集

特別史跡熊本城跡復旧事業報告書２
－重要文化財長塀復旧に伴う発掘調査－

２０２１

熊本市熊本城調査研究センター



　文

熊本城は、加藤清正により築城された城郭で、西南戦争の に大 天守や本丸御殿等が焼

失したものの、宇土櫓をはじめとする櫓群や門・塀などの重要文化財建造物が残る

の城跡です。また、重 的な石垣等を する城跡は学術上の価値が特に高く、 が におけ

る文化の たるものとして 価され、特別史跡に指定されています。

これまでに熊本城では の価値をより一 高めることを目的に、平成９年（1997）度に策

定した 熊本城復 計画 に基づき、本丸・二の丸地区一 の復 に り んでま

いりました。

のような中、平成 28 年（2016） 月に「平成 28 年熊本地震」が発 し熊本城において

も重要文化財建造物 13 、 建・復 建造物 20 などの や一 、石垣においても

体の３ に ・ ら ・ が じるなど、甚大なる被害を受けました。

この 事態に し、本市では平成 30 年（2018）年３月に 熊本城復旧基本計画 を策

定しました。

本計画は、文化財としての価値の を前 として、被 した石垣、建造物の復旧をはじ

め熊本城の 的・計画的な復旧と戦 的な ・ を に進めていくために策定した

もので、現在、本計画に基づき復旧事業を進めているとこ です。

この報告書は、本計画に基づき計画された重要文化財建造物長塀の復旧に伴い事前に

した発掘調査の成果をまとめたもので、 後の熊本城の復旧 に 存・ の になれ

いに存じます。

後になりますが、本報告書を 行するにあたり、 指 、 いた きました に

く し上 ます。

令和３年（2021）３月

熊本市長　大 西 一 史



　

１　本書は、平成 28 年熊本地震で被 した特別史跡熊本城跡の重要文化財長塀復旧事業に伴って し

た発掘調査報告書である。本書の 行は、重要文化財建造物 存修理事業（文化 事業）の一

となる。長塀本体の復旧については熊本市 重要文化財熊本城長塀修理（ 害復旧） 事報告書

2021 年として別 行となる。　

２　発掘調査（現 業・ 理 業） 事 は、平成 30 ～令和２年度に けて熊本城調査研究セ

ンターが した。

３　発掘調査（現 業）の期間は、平成 30 年（2018）9 月 13 日～平成 31 年（2019）1 月 28 日に し、

事 は平成 31 年度（令和 年度）に 時 している。

　発掘調査（現 業） 事 は、岩橋隆浩（文化財 事・主 　 ら ）、 （文

化財 主事　 城 市 ら ）、 本 （文化財 主事）が した。

５　 理 業・報告書 成は、熊本城調査研究センターの 業 等で した。

６　発掘調査（現 業）における 測 成・ は 者が行った。 理 業における 土遺

物の１ も 者が行った。

７　現 業における土 土遺物の 調 記は 土 （ 正 ・竹原 編著）に

基づく。

　 値は、 土調査 第 系 値である。

９　 理 業・報告書 成における遺構 成は熊本城調査研究センター が行い、遺物 測 成・

遺物 は、 文化財研究所に業 した。

10　本書の は、第１ １を熊本市 特別史跡熊本城跡 報告書　調査研究編 2020 年より ・

一 修正。第１ ２・３を熊本市 熊本城復旧基本計画 2018 年より ・修正。第１ ・第３

を岩橋、第 を岩橋・金田一精（主査）、 の を矢野裕介（文化財 主 　熊本 ら ）・

金田が した。

11　本書の編集は矢野が し、金田が した。

12　本報告にあたり、 ン の名 について、 のとおり した。

　　　第 11 ～ 20 ン 　 　 ン 11 ～ 20

13　 面、 、 土品は熊本城調査研究センターに している。

14　本書の ・ 等の にあたり 記の機関に を った。記して し上 る（50

、 ）

熊本 書 、 財 文

15　 瓦の 調査においては、 の に指 ・ を た。（ ・ ）

　　 伴治・橋本清 （ 川市 ）、進村 ・ 二（ 歴史 ）

　　 藤浩 （ 財 北 市 術文化 財 埋 文化財調査 ）
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第１ 　復旧事業について

熊本城は、熊本市の中 に位置し、天正 16 年（1588）に 後に した加藤清正が 体

を り んで築城し、明治 10 年（1877）の西南戦争では が 城した平 城である。13 の櫓や城

門が残存し、石垣や城 の多くが旧 を つとして 和 年（1933）に建物は に、石垣や 、水

などが史 「熊本城」に指定された。 和 25 年（1950）に文化財 が 定されて 、 れ れ重

要文化財と史跡「熊本城跡」に名 が となり、史跡は 加指定を経て 和 30 年（1955）に特別史跡

に指定されている。城 は 98 と 大で、現在ではこのうちの 57.8 が史跡指定地となっている。

和 57 年度には 特別史跡熊本城跡 存 理計画 を策定し、特別史跡としての熊本城跡を良好な状

態で 存していくことを に え、残存する遺構の維持 存はもとより、城 の 界を明確にするた

めに石垣や の積 的な復 なども行なうべきであるとまとめている。また、平成９年度には 熊本城復

計画 を策定し、地 の 重な歴史遺 であり文化の でもある熊本城跡の価値をより一 高め

るため、城 体を に史 に基づいた建造物・遺構の復 ・修理を行なうことを 定した。この復

計画は 期・中期・長期に けて進められ、 期 ー の第１期で西 丸（ 行丸）一 を

として復 が行な れた。 く第２期では 地区を 田丸一 とし、 櫓の復 とともに石垣

の ら が著しい 所や明治初期に された の石垣解体修理 復 が行な れている。第３

期では、本丸御殿建物群の大 間・大御 所 の復 が行な れた。

こうしたな 、平成 28 年（2016） 月に発 した「平成 28 年熊本地震」は、重要文化財建造物 13 、

建・復 建造物 20 の 、一 、石垣の３ に や ら ・ が じるなど、熊本城に甚

大な被害を した。これを受けて平成 30 年（2018）３月に 熊本城復旧基本計画 （ 、「復旧計画」

という）を策定し、現在、復旧事業を進めている。

　あ せて平成 29 年度には、熊本城跡の本 的な価値と れを構成する 要 を 確認し、 のうえで

より な 存・ 理のあり や、現状 等の 基 を定めて ・ の を した 特別史

跡熊本城跡 存 計画 （ 、「 存 計画」という）に した。熊本城跡の本 的価値は、熊本

城にまつ る歴史 や城 の 、石垣、歴史的建造物などの 要 で構成され、これらを な調査

によって史 に正しく解 することで の価値と認 できるものとなる。特別史跡である熊本城跡の

存 は、 の上で 存や 、 発を っていくことが特に 要となる。

熊本城 の地理的・歴史的 、特別史跡の構成要 、平成 28 年熊本地震と被 状況については、

熊本城調査研究センター報告書第５集 特別史跡熊本城跡復旧事業報告書１　 重要文化財長塀復旧等

に伴う確認調査 2021 年を のこと。

平成 28 年（2016）4 月 14 日 16 日に発 した平成 28 年熊本地震により、熊本城は特別史跡熊本城

跡としての文化財 に熊本城 としての 市 の 面 ら 的に甚大な被害を受けた。 の復旧

には、長い 月と多大な に加え、高い 門 ・ 術・ を要すること ら、 ・ 等の関 機関

や関 体との はもとより、市 ・ をはじめ、熊本城の復旧を う多くの の を 集して

り んでいく 要があった。

また、 の復旧にあたっては、文化財的価値の を基本に、市 の いの としての 市 の 期

復旧の 、あるいは文化財・ 市 が調和した重要な の 期 を る ら、 的・

計画的な復旧と戦 的な ・ を進めていくことが重要であった。
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のため、平成 28 年（2016）12 月に熊本城復旧に けた基本的な え や り べき 策の

を定めた「熊本城復旧基本 」を策定し、 れに基づき、平成 30 年（2018）３月に復旧計画を策定した。

本計画は、石垣、建造物等をはじめ、 ・ 理 等を 熊本城 体の復旧 、 震化等の

の 、復旧過程の 的な復旧を える体 づくりなど、復旧に る 体的な や 策

り を体系的に定め、熊本城の 的・計画的な復旧と戦 的な ・ を に進めていくた

めに策定したもので、 被 した石垣・建造物等の 、 復 のシン 「天守 」の 期復旧、 石

垣・建造物等の文化財的価値 と計画的復旧、 復旧過程の 的 と 、 術も した

策の 、 １００年 を えた復 の づくり、 基本計画の策定・ 進と７つの基本

が られた。

計画 区 は、特別史跡熊本城跡の 時の指定区 （51.2 ） 熊本城 の 市計画 区

（55.7 ）で、特別史跡の指定 が 大した 、 の も計画区 に こととした。計画期間は

平成 30 年（2018） ら 20 年とし、令和 年度（2022）までの 5 年間を 期、 期までの 20 年間を中期

とした。

熊本城の復旧事業は復旧計画に基づき、文化財価値の を前 として、 れ れの復旧に して 要

な調査・研究を し、学 者等による ・ 門 での を踏まえながら、 震化等の 策

も し、文化財 上の現状 等の など 的 を踏まえ、 的に 進している。

(1)

熊本城復旧基本計画 2018 年より

石垣は原則として「地震直前の状態」に復旧する

○石垣の は必要最小限とする。

○石垣等の復旧は、 法を基本とする。

○安全確保と文化財価値の保全を する。

○ な文化財調査と の検討を行う。

た し、以下の場合には「地震直前の状態」に復旧しないこともある。

地震直前の状態が、 に安全上、 な状況にあるなど、 造上の を していた場合

・ み し等

的 法 では石垣を安全に することがで ないと 断 れる場合は、必要最小

限の 法による 造補強を検討する。

地震直前の状態が、 ら に の補 等によ て、 法・ 材などが 更 れ、文化財

価値を 下 せていた場合 石 ・ 石 施 等
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平成 28 年熊本地震により被 した城 の の重要文化財建造物 13 のうち特に被害の大きなものは、

解体を進めており、 後復旧を進めていく である。 の 初の復旧となるのが、長塀である。

長塀は熊本城本丸の南 、市 らも める位置にある 川 いの石垣の上に構築され、 長

242.44 （134 間）の木造瓦 の塀である。 和 8（1933）年に に指定され、 和 25（1950）年

の文化財 の 正により重要文化財となった。平成28年熊本地震では、東 の 長 80 が し、

前年度の で した西 も めて、 置として平成 28 年 8 月 ら塀 体の解体が行な れ、

木 ・瓦などの が に され、塀の基 石と一 の控石柱を残すの となった。

平成 29 年度（2017）に、 事による史跡 の の を確認するための確認調査を した 果、

江戸期の遺構が残存している 所があることが 明したため、遺構の に関して所 で を重 、

事によって遺構 が ないような 計とし、 事を行なう となった。

の 存修理 事では、長塀本体を 後で える控石柱を 建物 体の構造 が となってお

り、 の を遺構 の がない にするため、控石柱はコン リー 基 と いの金物で

建造物は、原則として「地震直前の状態」に復旧することを基本とするが、耐震・耐風対

策などの防災機能等についての検討を行う。

特に耐震対策について、総合的な調査・研究を早急に行う。

【重要文化財建造物】

＜耐震対策＞

○被害状況及び破損調査を実施すると共に、文化庁が定める重要文化財建造物耐震診断指

針に基づく耐震診断を実施し、復旧方法を検討する。

○建造物の基礎となる石垣を含め、重要文化財建造物の文化財的価値が損なわれることを

防ぐととともに、来城者の安全確保を含め必要に応じた耐震性能の向上措置を図る。

○重要文化財建造物の耐震補強を実施する場合は、文化財的価値の維持のため、以下の原

則を可能な限り満たす補強方法とする。

ア 意匠を損なわないこと

イ 部材を傷めないこと

ウ 可逆的であること

エ 区別可能であること

オ 最小限の補強であること

＜耐風対策＞

○九州地方は台風襲来が多く、これまでも長塀などにおいて台風による倒壊等の被害が生

じ、災害復旧を繰り返している歴史的経緯も踏まえ、耐震対策のみならず耐風対策につ

いても併せて検討する。

＜その他防災対策＞

○老朽化した防災・電気設備の更新、避難誘導を視野に入れた来城者動線の見直しとそれ

に併せた展示及びその設備の更新を図り、火災を含めた建造物の防災機能の総合的な向

上措置も検討する。

【再建・復元建造物】

○復元建造物については、設計時の性能、被災状況、石垣への影響、石垣・建造物の安全

性を十分に検証し、耐震対策や耐風対策等を踏まえた復旧方法を検討する。

熊本城復旧基本計画 2018 年より
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される 計となった。 初は控石柱 体を い基 で する 定であったが、確認調査で江戸期の遺

構が確認されたため、 の 度よりも い位置での が された。 の 果、 本の控石柱をコン

リー 基 で して する となった。このこと ら、コン リー 基 時の掘 面で

発掘調査を行ない、 存 計画によって とされている時期の遺構の を確認し、 の

遺構が された は 計の をすることとした。

特別史跡熊本城跡復旧事業に伴う 種事業については、熊本市文化市 熊本城 事 所 熊本城

調査研究センター（令和 年度 前は経 に所属）が所 し、事業の ・ 、 事業の

等については、熊本城文化財修復 に建築・構造・石垣の れ れの ー ン ー で

し、文化 、熊本 と を重 ながら事業を進めている。な でも、 事業を進めるにあたっての

発掘調査、 事 等の については、熊本城調査研究センターが行ない、 れらの成果等を踏まえて

事業が進められている。
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本報告に る熊本城調査研究センターの発掘調査等の調査体 については のとおりである。

平成 29 年度

所　長　　　　　　

副所長　　　　　　 田

文化財 主 　　

（ 調査研究 主査）

復旧事業 （ ）

　主査　　　　　　　　　金田一精 調

　文化財 事　　　　 調

北原　治（ ら ）

文化財 主 主事　　関 （ 城 市 ら ）

村文化財 主事

　　　　原田 （ 期　長野 本市

ら ）

（ 期　 川 ら

）

調査研究 　主 主事　 田 事

平成 30 年度

所　長　　　　　　

副所長　　　　　　 田

文化財 主 　　

　　　　　　　　　 （ 調査研究 主査）

復旧事業 （ ）

　主査　　　　　　　　　金田一精 調

　文化財 事　　　　 調

岩橋隆浩（ ら ）

調査・ 理

　 （７～９月　 川

高 市 ら ）

文化財 主 主事　　関 （ 城 市 ら ）

高大 （ 市 ら ）

和田 （ 市 ら ）

文化財 主事　　　　 村

本 調査・ 理

原 （ ～６月　 川 高

市 ら ）

調査研究 　主 主事　 田 事

平成 31・令和 年度

所　長　　　　　　

副所長　　　　　　濵田 和

文化財 主 　　

（ 調査研究 主査）

岩橋隆浩（ ら ）

調査・ 事 ・ 理

復旧事業 （ ）

主査　　　　　　　　　　金田一精 調

文化財 主 主事　　　 村

高大 （ 市 ら

）

文化財 主事　　　　 本 調査・ 事 ・ 理

（ ら ）

（上 期　 城 市

ら ） 事

　 （ 期　 城 市

ら ）

調査研究 　主 主事　村上 事

令和２年度

所　長　　　　　　

副所長　　　　　　 本正

文化財 主 　　 （ 調査研究 主査）

矢野裕介（熊本 より ）

報告

（ 期　 市 ら ）

復旧事業 （ ）

　主査　　　　　　　　　金田一精 調 ・報告

文化財 主 主事　　 高大

村

文化財 主事　　　　 央

調査研究 　主 主事　村上 事

　　 計年度 　竹田 理・報告

　　 計年度 　後藤　 理・報告

特別史跡熊本城跡の 存と の在り について く 的に するため、特別史跡熊本城跡 存
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が 置されている。熊本城の被 後、 の として ち上がったのが、文化財修復

である。この文化財修復 は令和 年度 、 となった。

本 での 事項は、石垣の復旧、建造物の復旧 ・ 、遺構の修復・ 等で、 の

を踏まえて事業が進められており、 はさらにより 門的に を行うため建築、構造、石垣と３

つの ー ン ー に れている。

（１）平成 29 年度第２ 文化財修復

　 日 平成 29 年９月 28 日　

　 　 長塀（建物） 石垣の修理履歴の と復旧に けての調査・進め について

（２）平成 29 年度第３ 文化財修復

　 日 平成 29 年 12 月 25 日　

　 　 長塀石垣解 の 　長塀構成 調査 果報告

（３）平成 29 年度　構造解 ー ン

　 日 平成 30 年３月 30 日　

　 　 長塀石垣の 値解 について

（ ）平成 30 年度　構造解 ー ン

　 日 平成 30 年５月１日

　 　 長塀石垣の構造解

（５）平成 30 年度　構造解 ー ン

　 日 平成 30 年６月 日　　

　 　 行くさ による解 果報告

（６）平成 30 年度第１ 文化財修復

　 日 平成 30 年７月 20 日　

　 　 長塀 （ い・ 基 ）　長塀石垣の 定 の

（７）平成 30 年度文化財修復 　石垣・構造 ー ン

　 日 平成 30 年９月 27 日（木）　

　 　 石垣の 値解 明

（ ）平成 30 年度第２ 文化財修復

　 日 平成 30 年 10 月 18 日（木）　

名 野 等 ー ン
ー

東　 一 建築学(日本建築史）熊本大学大学 学研究 、熊本市文化財 建築

北野　 学（石垣） 東北 術 大学 　 石垣

北原　 建築学（木 構造） 熊本 大学 学 学 建築

田　 学（城郭） 良大学文学 石垣

田中　 歴史学（石垣） （ 路市）日本城郭研究センター名 長 石垣

西 　 明 土木 学（石垣構造）関西大学名 、関西地 研究センター 構造

長 川　 建築学（建築構 ）
土 通 土 術 策 研究所シニ ロー、文化 文化

門
構造

平 　 建築学（日本建築史）東 業大学名 構造

　正 歴史学（城郭） 大学 学 機構 石垣

　 土木 学（歴史遺 ）熊本大学名 、熊本市文化財 構造

田　 一 建築学（日本建築史） 城郭研究所 、 業大学 建築

和田　 建築学（ 震 学）
東 業大学名 、 学術 事、日本 震構造

長
構造
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　 　 長塀 の排水機 およ 木について　長塀北 排水 近の 原因について

（９）平成 30 年度第３ 文化財修復

　 日 平成 31 年３月 28 日（木）　　

　 　 長塀 ・遺構 計報告、発掘調査成果報告

　 上の で長塀の復旧については文化財修復 と ー ン にて を重 た。石垣について

は、構造解 ・ 値解 を行い、石垣は に らないとの 果を たため、解体・ 積 しは行な

ないとの になった。建造物については、控石柱をコン リー 製の 基 で し、さらに柱 と

に いを 置して することとなった。 基 の掘 は、平成 29・30 年度の確認調査で られた近・

現代 の土 で めるが、掘 時に

江戸期の遺構面に する がある

ため、 基 の掘 を発掘調査とし

て熊本城調査研究センターが行なうとの

が けられた。また、長塀北 排水

近の 原因については、原因が

とせ 、原因究明が 後の となった。

（１）平成 29 年度

　石垣測 ・構造解 等

　確認調査　平成 29 年 11 月６日～平成 30

年１月 31 日　

（２）平成 30 年度　　　

　長塀復旧 計

　確認調査　平成 30 年 月９日～平成 30 年 月 31 日

　 基 発掘調査　平成 30 年９月 13 日～平成 31 年 1 月 28 日

（３）令和 年度（平成 31 年度）～令和２年度　

　長塀復旧 事

　報告書 成

重要文化財等 存・ 事業 金

重要文化財建造物 存修理事業

平成 29・30 年度 　　　　　　　

　　 （宇土櫓石垣 所石垣測 業 ）　６０ ９７２ ７ ５ 　 長塀石垣

発掘調査 　　　　　　　　　　　　　　　　２ ７７ ９０

令和２年度 　

　　 （報告書 成経 ）　　　　　　　　　１０ ３ ７ ３００ 　

　発掘調査　平成 30 年６月 18 日 　平成 30 年７月 20 日 　

　 報告　令和２年３月 26 日
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第２ 　重要文化財長塀の復旧

長塀は 長 242.44 （134 間）、 高 2.09 を測る木造目 瓦 の塀である。 後に建てられ

た控石柱と塀本体を控 ・ で いで える構造をとる。上 面（南 ）を大 、 面（北 ）を

の てとし、 面を 、 面を 目 目 としている。

塀は石垣（ 545・546）の天 石上に 岩製（ 石）の塀基 石を 置し、 の上面の に柱を

建てる構造である。基 石は 体を し、 面に い 調 を残すが、 えない ( 面 ) の加

は く なり大きく っている状況で、石 の は く一定ではないことを平成 31 年度（2019）

の 事 において確認している。長さは 90 ～ 190 （110 前後が主体となる）、 25 前後、高さ

20 前後を測る。基 石上 には 90 間 で の が られているが、これらは本柱の と

う 1 ５ のものと、 の間を埋める一 ３ のものが に 置されている。塀基 石は石垣

天 石に 定するため、 タ 等が されている。この基 構造については 事 にて確認してい

るので後 する。控石柱は本柱の 後に２間間 で建てられており、68 本を える。柱間は 3.4 ～ 3.7

であるが 3.6 前後のものが も多い。また の柱間は塀 に する石垣との関 で 2.2 とな

る。これら控石柱には 岩製と 岩製（ 石）のものがあり、 な 状のものが 在している。

に、平成 29 年度（2018）に行なった控石柱の 類１を記 しておく。

長塀の控石柱は石 ・ 状により の 種類に けられる。

類 頭 が コ を する 岩製のもの

１類 頭 が を する 岩製のもの

２類 頭 が を する 岩製（ 石）のもの

類 頭 を で に した 岩製のもの（平成３ 年の ）

類・ １類の控石柱は、平成 年度（1996）の修理で とした控石柱 67 を き、 和２年（1927）

前のものであるが、 ２類の一 については戦後の 存修理の に り えた を 。

なお、 和 52 年（1977）の 存修理では、過 の修理によって されていた を本 の に す

修が行な れた。過 の修理では、 和 年（1929）の長塀 面の や 和 34 年（1959）の

の 面に られるように、 木 ら控石柱の基 上 のコン リー を い が本柱に

置されていたが、 和 52 年（1977）の修理で り れている。

長塀の基 となる 川 いの石垣は、 11 年（1634）に細川 が熊本城の修理およ のた

め した「 後 熊本城 度所 」に れており、石垣の中ほどにある 川 に

く を石垣で ぐ旨が記されている。このこと ら、細川 の熊本 前の加藤 には、この

の に長塀の原 となる塀があり、 を ぐ石垣 の 果、長塀は現在と の長大な塀になっ

たと 測される。現在の長塀には 間や石 としは られないが、18 世 中 前の城 を いた「御

城 」には 10 所の石 としが塀に記されており、 の後の で失 れたと られる。また、文

として ２年（1749）に江戸 に された石垣の修理 いに、本丸南南東の で「高さ 間 、

間塀 石垣」とあり、長塀 の石垣が修理されたと 測されている。

長塀の建つ竹の丸は、熊本城 では も く された とされている。これは 川の 路 け え

と関 することで、 長９年（1604）に 成が指 された「 長 」には熊本城のすぐ南 に、大き

く「 」 状に 行した 川が れているが、 の後の には れがないこと ら、 川の 路
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の 事を行なったうえで、旧 川の 路を埋め てて、 長 17 年（1612） に が 成したと え

られている２。 の東西には があり、東が 戸 、西が で、 れ れ 城と と通

じる。また 北 の中央 近には天守を正面に 、 櫓門のある があり、 田丸や東竹の丸な

どの一 高い位置にある と通じている。 によると には な があったようである。「御

城 」を ると、 は大きく東と西に 間が れているようで、東 には「川 」「 事所 」

「 事所」「 木 」などの建物、西 には塀に まれた 状の細長い建物がある。中央の も れてい

ない 間は通路で、花畑 前の 橋で 川を り ら竹の丸に り、 櫓門 ら 田丸・

東竹の丸、本丸御殿・天守 面 と る通路の一 であったように える。この は 18 世 後 には

化し、「御城 御 」では西 の建物はなくなり東 の建物群の が れている。

城となった後、明治10年（1877）には西南戦争がおこり、熊本城は 城戦に き まれる。「 」

には と の や などが れているが、竹の丸には の や が れてい

る。この時 で長塀が存在した は 明であるが、 櫓に り く は、明治 年（1871）の

には存在し、明治５年（1872）の には存在していないように える。また、西南戦争 後に 櫓

近や平御櫓 近を した には長塀は っていない。このこと ら、 城 ら明治 10 年（1877）

までの間に、 なくとも に っている の塀は されたことが る。明治 22 年熊本地震（金

地震）では、城 の多くの石垣が被 し、長塀 の石垣（ 545・546）にも被害があった。被害の

状況を記 した大日本 （ 、「旧日本 」という。）の「震 二関 報告 熊本城

一 」（ ）によると、中央 が し の の なりの に ら が られたことが記さ

れている。この地震による被 石垣の復旧には旧日本 があたっており、長塀 の石垣もこの時 で修

復されているの が、発掘調査に って行なった石垣の 面 によると、 した けではなく、

ら が記 されている も、この時期に大 に積 しを行なっているようである。このこと ら、

長塀解体後の復旧については明確な はないものの、石垣修復後 ( 明治 22 年（1889） ) のある時

期になされたと えることができる。長塀が 現れる に、 和３年（1928）に熊本城 存 より

てに された「熊本城史 編 ニ関 書」に された や、 に された行 橋 近

ら東 を した ３がある。前者は後 する 和２年（1927）の修理後に されたと れるも

ので、 などが にきれいな の長塀が っている。後者は市 所前の現在の 通ではなく、

川 いの 路に市 が っている が されたもので、 の石垣の上には長塀が っている。

川 いを市 が っていたのは大正 13 年（1924）～ 和３年（1928）の な期間である。また、大

正 14 年（1925）に行な れた「 大事業記 進 」 を した には、 川 いの

石垣上に塀らしきものが っているように える。これらのこと ら、大正時代 には確 に長塀は復旧

されていたと える。た し、長塀の も い修理記 は 和２年（1927）で、宇土櫓などの修理に伴い

長塀も修復された５との記 があるので、この時 で修理が 要な状態であったと えられる。このこと

ら、明治初年の解体後の復旧は大正 より 前と えることも であ うが、確 に れを する

等は られていない。 の後、 和 年（1933）には旧 に指定され、 和 25 年（1950）には文化

財 により重要文化財となったが、この間 和15年度（1940）にも一度修理されている６ が高い。

竹の丸には 城後に旧日本 の 関 の が置 れる。この 群は 和 34 年（1959）に

されるが、この時 での建物等 の 置については記 ７があり、土 に まれた と れを

理するための と えられる建物群があった。た し記 がないため、これらがいつ に されたの

が、よく っていない。明治 14 年（1881）の「熊本城郭 市 ( 城郭 )」には の

が記されているが、竹の丸には も記されていない。 の後、 和 年（1929）の「熊本 市計画 」

には の建物が記されおり、これに近い時期の では土 に まれているような瓦 の建物が確認
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できる。この建物は 和 34 年（1959）の平面 で確認できる に する建物である。このこと ら、

なくとも 和時代初頭 には竹の丸の は機 していたと えられる。 和 20 年（1945）の第２

世界大戦 後は、 がこれらの を していた。 が 成した市 である「

」には、竹の丸 近に「 」( )、「 」(

)の文 が える。 和 31年（1956）に 収が解 されるまでは、竹の丸は の にあったが、

収期間中の 和 29 年（1954）には竹の丸が 加指定されている。

戦後の長塀の およ 修理履歴は のとおりである。

和 28 年（1953）５月 10 日、 化により西 82 が し、 和 28・29 年（1953・1954）に

所について控石柱５本の り えを 解体修理が行な れた。 和 34・35 年（1959・1960）には

旧第 の （ や れを り く土 、 など）を し、 化する史跡 事が竹の

丸地区で行 れた。 和 34 年（1959） 月 24 日に こった長塀の （東 52 が ）は、 瓦

の解体時の 事 が原因であった。 和 35 年（1960）には、木 29 や控石柱 3本、瓦 2 520

などの り えを 解体修理が行な れた。また、 和47年（1972）に 瓦 き え 事が行な れた。

和 52 年（1977）には 被害を受けて、 体の解体修理が行な れた。平成３年（1991）の 被害

を受けて、平成３・ 年（1991 1992）に 解体修理が行な れた。平成 24 年（2012）には 櫓復

に伴う石垣修理に伴って 解体修理が行な れた。

うしたな 、平成 27 年（2015） 月 25 日に熊本市を った 15 号により西 が し、修

理までの間の 復旧が行な れたていたが、 の矢 に平成 28 年熊本地震が発 した。地震により長塀

は東 80 が し、控石柱・瓦などの に が じた。このため、 置として平

成 28 年（2016） 月 ら、前年の 15 号の被害で していた西 を めて、塀 体の解体を行

なった。

長塀の 存修理 事の 計に ち、平成 29 年度（2017）に遺構 把握のための確認調査が行な

れた。長塀の基 や控石柱の状況 に石垣の修復履歴を把握し、遺構の 存を前 とした 存修理 事

の 計・ に するための確認調査である。控石柱の基 構造の把握や被 状況の確認 長塀 の石

垣（ 545・546） 面の 石 の確認、 遺構の や遺存状況の確認などを目的として行なった。

長塀はこれまでも 等によりた た 被害を受けており、復旧にあたっては の構造 も

野に れた復旧も する 要があったため、調査では遺構に を さない （近代 の 土

や掘 等により に遺構が されている 所）の確認も行なっている。

調査は計５ 所に調査 ン （ ン 01～05）を 定し行なった。 の 果、控石柱の地中の構造や、

長塀 面の土地 状況等の一 が明ら となった。 体的には、長塀 の石垣（ 545・546）は明治

22 年熊本地震後の修復で大きく を受けており、石垣修復の んでいない には明治時代 前の造

成土などが残存している 、明治時代 の 面は 和 35 年（1960）に行 れた の造成土に

く れており の に残存している 、控石柱の中には明治 22 年（1889） 前のものが残存してい

る がある などが 明した。

明治 10 年（1877） 前の遺構面は現況地 より 60 ～ 100 程度 に残存している があり、また控

石柱の中には明治 22 年 前のものが残存している があること ら、掘 が い位置に ような

は、 すべき遺構に があると された。 初 計では、控石柱の を く掘り 、１本

つコン リー 基 で する であったこと ら、この調査 果をもって所 を進め、 事によ

る掘 度を くしたうえで構造 が な 計とすることとなった。
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の後、平成 30 年度（2018）上 期にも 所に調査 ン （ ン 06 ～ 08・10）を 定して

の確認調査を行ない、前年度の調査 果を する成果を た。

なお、確認調査の は、熊本城調査研究センター報告書第５集 特別史跡熊本城跡復旧事業報告書１

重要文化財長塀復旧等に伴う確認調査 2021 年に報告している。

長塀 の石垣（ 545・546）は明治 22 年（1889）の熊本地震によって被 した後に、旧日本 によっ

て修理されている。た し、被 後に行 れた修復については記 がないため、修理 所などの 細は

明である。このこと ら築石面の現況調査を行ない、修理の履歴について 測することとした。石垣修理

を行なう 、 も一 解体して積 しを行なうため、修理を行なった では、石垣 面の土 に

が んでいると えられる らである。調査は、築石の目地の通り 、築石の石の い 、間 石

の ・多 などの状況に 目して行なった。

調査の 果は、第５・６ のとおりである。平御櫓 ら西に 15 までは 目地が 的よく通り、

間 石も多く られること ら、江戸期の石垣が残存していると した。 れより西は目地が れ、間

石も多く られないこと ら、控石柱 16 近までは大きく基 石に近い まで積 しを行なって

いると られる。控石柱 17 近 ら 20 近までは、築石が 的 って積まれ、間 石も多く ら

れるが、天 石 近で石を 長に う が られること ら、天 より２～３ 程度は積 しを行なっ

ていると した。控石柱 20 より西は、 櫓 までほ すべて積 しが行な れており、明治期の

積 し にも排水 の修復などに伴う積 しや、 櫓の建物復 に伴う石垣の積 しなど、明治期

の修理 跡も目 つ。

上のこと ら、石垣 面で 的 い位置に明治 22 年 前の土 が残存しているのは、平御櫓

ら 15 の が天 石まで、控石柱 17 ～ 20 近が天 石より ２～３石 の であるとの

測が られた。

　調査の目的

平成 29 年度（2017）の遺構 確認調査で た成果を基に、掘 度を くし控石柱を 基 した

コン リー 基 を する 計がなされた。 の 果、 事による掘 度は くなったものの、掘

面積は に がることとなった。このこと ら、確認調査の調査 果をもって との を すこ

とについて、熊本城文化財修復 ・文化 記 物 史跡 門より指 があり、 基 事による

掘 が行な れる 面において発掘調査を行なうこととなった。

長塀下石垣履歴・被災状況（３）

明治22年の震災被害図（赤＝膨らみ、黄＝崩落）

長 塀

櫨方門

須戸口門

平櫓

馬具櫓

50m 0m100m150m200m
m05010 20 30 40

「震 ニ関 報告　熊本城 一 」より



14

210m220m230m9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

200m

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

0m10m20m30m

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

30m40m50m60m

長塀下石垣履歴・被災状況（１）
凡　例

　　　：明治以降の積み直しライン　　　：長塀改修時の基礎石ライン 　　　：明治の修理ライン

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

60m70m80m90m

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

100m110m120m130m

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

140m150m160m170m

刻印（　　　）9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

170m180m190m200m

凡　例
　　　：明治以降の積み直しライン　　　：長塀改修時の基礎石ライン 　　　：明治の修理ライン



15

調査は 事による掘 が行な れる において、 事による掘 高までを調査 として行なうこと

とし、 の の 存 計画で 定する 遺構、すな ち明治10年（1877）の西南戦争 前の

遺構の を確認することを目的とした。なお、調査によって掘 定高より い位置で 遺構が

確認された は、遺構の を して 計 にて することを確認のうえ、本調査に した。

　調査の

のコン リー 基 は、控石柱５～７本につき１基の で 置される 計となっており、東 ら

１～ 10 に れている。 のため調査区は 基 とに 定し、基 １を ン 11、基

２を ン 12 のように、 に ン 20 まで番号を した。また、塀の北 ( ) にあるコン リー

製 修理に伴う 事は、 した を修理するもので、 の掘 に る を ン 09 と

した。た し、 木によって調査が な 所が２ 所あったこと ら、 ン は３ し、 ン

09 － ～ とした。

なお、 ン 01 ～ 05 は平成 29 年度（2017）の確認調査、 ン 06 ～ 08 ン 10 は、平

成 30 年度（2018）の確認調査に伴うものである。

調査は基 事による掘 が ( 度)までとし、掘 およ 精査などの 業はすべて によっ

て行なった。た し、掘 高に るまでに塀前面石垣の を した は、発掘調査 ら 事

までに 月の期間があり、 を することによって石垣が れをする があったこと

ら、発掘調査での掘 は行な 、 事による掘 時に 事 を行なうこととした。

記 は およ 化によって行い、 面は 20 の 1 を基本として ン の平面

土 面 を 成したが、 細 が 要な は、 10 の 1 にて 成した。

遺物は現 にて 的 り上 を した。瓦は瓦 文 が残存しているもの、 印のあるもの、３

が っており が 測できるもの、陶磁器類など時期の ができるものを遺物として 収した。

現地調査は平成 30 年９月 14 日～平成 31 年１月 22 日まで行ない、 理調査は 事 時の 土遺物の

理調査も めて、平成 31 年 ら令和２年までの２ 年で行なった。

長塀の構築 の

控石柱 控石柱は塀本体の柱と で されており、 面より塀を える を持った石の柱であ

る。建築 としての名 は「控石柱」と れる。また控石柱は、解体 初は東 ら １・２・３の

に西 の 68 まで番号を してあったが、 て 計時に塀本体の柱番号に するように され

た。控石柱は本柱１間おきに 置されていること ら、復旧 事時には控石柱の番号は 1・ ３・ ５

の に西 は 135 となった。た し発掘調査においては、平成 29 年度（2017）に行なった確認調査時

より解体時の柱番号を してきたため、本発掘調査およ 事 時の遺物の り上 等においても、

れを踏 した。

基 石 塀本体の基 で、石垣天 石の上に べられた 柱状の石である。「土 石」との も

あるが、 の修理 計では「基 石」とされている。本報告では「基 石」と記 した。基 石は平成

31 年度（2019）に解体を行なったが、 の に東 ら に番号を して 業が行な れた。 事 時

の遺物 り上 や、記 等には の番号を した。

　遺物の

目 瓦 熊本地 で一 的に れる「目 瓦」の は、平瓦の 面 の前 に 状の目
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を り けて、 瓦状の瓦にしたものを指す。長塀に現在 れている瓦はこの瓦である。一 、一 的

に「目 瓦」と れる瓦は、平面 が長 を する平 な 状の瓦の 面に細長い 状の目

を り けた瓦で、主に塀に れること ら、「塀瓦」「 瓦」とも れるものである。前者は熊本城

で江戸期より されている瓦であることが、これまでの調査で っており、報告文では「目 瓦」「目

( ) 瓦」などと されてきた。後者はこれまでに熊本城 ではあまり 土していないが、 和 52

年度（1977）に行 れた長塀の修理 事報告書 (熊本市 1979)９では、前者の「目 瓦」と区別するために「

目 瓦」と、本丸御殿の発掘調査報告書 (熊本市 2016)10 では「 塀瓦」と していた。本報告では「目

瓦」は一 的に する後者の瓦を指すこととし、前者の瓦は、 の 態が 瓦と であること

ら、「目 瓦」と することとした。

調査区の 要

基 １に する ン で、長塀の東 、平御櫓 の西 にあたり、 1.1 ～ 1.3 ・ 長

15.4 を測る。 が い は、後 する 遺構が された で基 度を くした 果、

基 の が くなった である。控石柱 １～５が まれ、このうち控石柱 １～３ 近までは、石垣

修復履歴調査で石垣修復がなされていないと した である。

基本

上 より、 土およ 度に たる長塀修理の の 土 ( １ )、 和 35 年（1960）の 事業

に伴う造成土 (２ )、 れ は、明治 10 年（1877）～ 和 35 年（1960）までの 面に伴う (３ )、

江戸期石垣 の 土 ( ) の に 積している と、２ の に明治 22 年熊本地震後の石垣修

復に伴う (５ )が 積している がある。大きく５ に大別でき、さらに の中で細別しているが、

３ およ と５ は じ 所では 存しない。

調査の 果

控石柱 １～３の間で明治 10 年 前の遺構面 ( －１ ) を し、 の上面の一 で瓦 が多 に

している状況（ 01 瓦溜り）を確認した。瓦 の が認められたのは控石柱 ２と３の間で、控

石柱 １と２の間では －１ の上面の を した。た し、これらは 控石柱の修理に伴う掘り

によって、大きく 平を受けている。 －１ は控石柱 １～３の間が も高く、控石柱 ３～５に け

て くなり３ の 積が くなること ら、控石柱 ３ 西の －１ は 事掘 高よりも い位置に存

在すると えられる。 －１ は に く まった で、 の上 のやや の３－２ とは明 に区

できる。上面で した瓦群の は目 瓦・丸瓦・平瓦で、近代に属する 瓦等は まれない。この

瓦群は３－２ に れているが、この には －１ 上面で 土する瓦群と の瓦の細 が多く ま

れており、 ド の なども まれる。このこと ら、この は西南戦争後の 積 であると

した。また、 の上 の３－１ には近代の瓦が まれること ら、 の後、 和 35 年（1960）に

により大きく地 が されるまでの であると えられる。 の西南戦争 後の に長塀は

っていないこと ら、 城 ら明治 10 年（1877） 月までの間に一 解体されていたことは間 いな

い。このこと らこの瓦群は、西南戦争前に一 解体された長塀 ら された瓦で、瓦群の の は

時の 面であると した。これらの瓦は現在長塀に れている瓦とは く異なる のものである

が、江戸期の長塀にはこの種の瓦が れていたと えるのが であ う。

これらのこと ら、控石柱 １～３の －１ およ の上面に する瓦群は の遺構とし、

事による掘 高を くし により遺構を し現状 存することとなった。 の 果、基 が
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くなった け基 が がることとなり、この 加の掘 に関しては、平成 31 年（2019）の 事

の中で掘 を行ない、 加の記 を行なった。

これ に したのは、主に控石柱の修復に伴う掘 で、すべて第二 大戦後の遺構である。控石柱

１～ ３ ら 土した遺物を している。特に控石柱 １と控石柱 ２の修復掘 らは目 瓦など

の が多く 土したが、特に第 29 ６は れる 所が 定される瓦で、 目されるものである。

調査区の 要

基 ２に する ン で、 ン 11 の西 に位置する。 1.15 ・ 長 31.8 を測り、控

石柱 ６～ 14 が まれる。 が石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされていると

した である。

基本

上 より、 土およ 度に たる長塀修理の の 土（１ ）、 和 35 年（1960）の 事業に

伴う造成土（２ ）、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴う （５ ）である。大きく３ 群に大別でき、

さらに の中で細別している。

調査の 果

面で明治 22 年熊本地震後に修理が行な れていることを確認した。 事の掘 高まで掘り 、明

治 22 年熊本地震後の修理に伴う 石 (５－３ )を した もあったが、大 が 石 (５

－２ )の中で収まった。明治の石垣修理に伴う (５ )は天 石 が高く に した 積であ

るが、 の 積状況を しているの どう の はできない。また、 和 35 年の に伴う造

成土 ( ２ ) であるが、 ン 11 東 ら ン 12 東 より 27 近までは、 瓦やコン リー

を多 に んでいたが、このあたりを に 化する。土 は れほど りないが 瓦やコン リー

をほとんど まなくなる。これは、 和 34 年（1959） 月に長塀 に した 瓦建物がこの 近にあっ

たことに 因するのであ う。

遺構は、 控石柱の修復掘 がある。 和 28年（1953）～ 30 年（1955）の修復に伴うものが控石柱 ６・

７・11・12、 和 35 年（1960）の修復に伴うものが控石柱 、 和 52 年（1977）の修復に伴うものが

控石柱 10・13 で、控石柱 ９・14 は時期の が しいものである。控石柱 ９は 定 の大 コ
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ン リー 基 で 和 の 多く 、 状の掘 にコン リー を し んでおり、掘 は め

石にコン リー を し ん である。基 の 状は 和 35 年（1960）のもの が、コン リー

基 掘 は、コン リー 面の てコン リー を り こと ら、 和 35 年もしくは 和 52

年（1977）のどちら の としておきたい。控石柱 14 は平面 の コン リー に 石を

伴うものであること ら、 和 28 年（1953）～ 30 年（1955）の と えられるが、 コン リー

の を さ 10 ～ 15 の い 状に掘り、コン リー を し んでおり、 れより には控石柱は

ない。また、基 掘 が 和 35 年造成土を こと ら、後年に 修している がある。

遺物は 土（１ ）・ 和 35 年造成土（２ ） ら瓦などが多 に 土した。

調査区の 要

基 ３に する ン で、 ン 12 の西 に位置する。 1.15 ・ 長 10.9 を測り、控

石柱 15 ～ 17 が まれる。 が石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされている

と した である。

基本

上 より、 土およ 度に たる長塀修理の の 土 ( １ )、 和 35 年（1960）の 事業

に伴う造成土 ( ２ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴う ( ５ ) である。大きく３ 群に大別

でき、さらに の中で細別している。た し、２ の で明治 22 年（1889） 前の土 ( －２ ) が

一 で られる。

調査の 果

ほ 面で明治 22 年熊本地震後の修理が行な れているが、 ン の北東 に に明治 22 年の

石垣修復 前の遺構面 ( －２ )が残存していることを確認した。この は明治期の 石 (５－３

)に り まれる であること ら、 れ 前の土 であることは間 いない。 事掘 高まで掘り

、明治 22 年熊本地震後の修理に伴う 石 ( ５－３ ) を した もあったが、大 が

石 の 土 (５－２ )もしくは 和 35 年造成土 (２－３ )の中で収まった。

遺構は、 控石柱の修理に伴う掘 を した。い れも 和 52 年（1977）の修理に伴うものである。

遺物は 土（１ ）・ 和 35 年造成土（２ ） ら瓦などが 土したが、遺物の 土 は ない。

調査区の 要

基 に する ン で、 ン 13 の西 に位置する。 1.15 ・ 長 29.0 を測り、控

石柱 18～25が まれる。 が石垣修復履歴調査で明治22年熊本地震での石垣修復がなされているが、

控石柱 17 近 ら 20 近までは、 的 い に旧 の 積が残存している があると

した である。

基本的には上 より、 土およ 度に たる長塀修理の の 土 ( １ )、 和 35 年の 事

業に伴う造成土 ( ２ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴う ( ５ ) である。大きく３ 群に大

別でき、さらに の中で細別している。た し後 するように、控石柱 17 18 の間で ン を

けて の確認を行なった。 の 果、５ の に５ とは異なる の土 が 積しており、さらに

には 石 があることを確認した。
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調査の 果

面で明治 22 年熊本地震後の修理が行 れていることを確認した。 事掘 高まで掘り 、ほ

面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う 石 (５－３ )を したが、控石柱 17 18 の間では、

ほとんど 石が られな った。また、控石柱 24～25の間には南北 の暗渠排水路が されており、

この は の 岩系 石 (12 －５ )が られた。い れも明治 10 年（1877） の土 であり、

事に はないと した。

遺構は、旧控石柱と えられるもの、 控石柱や暗渠排水路の修理に伴う掘 などを した。この中

で としたのは旧控石柱と えられる埋没控石柱である。

旧控石柱と えられる石 は、現地 面より 15 で した。柱の を 事掘 定高まで掘り

たとこ 、 柱状の石製品の頭 が したものであることが った。石製品には現在 れてい

る控石柱と の を し が たれていること ら、控石柱と えられた。この石 が現位置

を っている どう を確認すべく ン を 定し調査を行なった。なお、 ン を 定した位

置は、明治期の石垣修理に伴う が されている であることを確認の上で 定した。 ン に

よる調査の 果、現地 面 ら 80 で、明治 22 年熊本地震に 因する石垣修理に伴う 石 とは別

の 石 ( － )を し、石 はこの 石 の中にさらに埋没していることを確認した。 －
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は瓦 を多く 土 ( －３ )に れており、この が明治修理 前の石垣

の 土と えられる。 して －３ は、明治期の修理に伴う土 と えられる 石と瓦 を 暗

土 (５－６ )に、石垣 を大きく り まれている。前後の 位およ 前面石垣の修復状

況などを すれ 、この 石 は江戸期の石垣 石 と えてよいものである。このこと ら、この

石 は現位置を っていると したが、現在の長塀の柱間とは異なる位置にあるため、 の機 につい

ての 細は明ら ではない。江戸期の石垣 石 より建てられていると えられること ら、江戸期の

塀に伴う い控石柱の が高い。た し、 の発掘調査で控石柱の建つ位置はほ て発掘調査を

行なったが、このような石柱はこの１基の であったこと ら、柱間などを する はない。この石

の位置であるが、平御櫓 ら石柱中 までの は 6 275 である。なお、この石柱は江戸期の遺

構である が高いこと ら、現状 存することとし、この柱の位置を基 ３と の れ目にする

ことで、 所 ら した。

これ の遺構は、すべて戦後の 存修理などに関 るものである。基本的に控石柱１基 つ 修を行

なっているの が、控石柱 23 と控石柱 24 は の間にある暗渠排水路の修復と 時に されている

ようで、修復に伴う掘 が に大きい。この修復掘 の埋 しに関しては、 重の重い の 岩

系の 石を いているが、この種の石を いているのは 和 52 年（1977）の修理における特 である。

また、控石柱 25 では、建て こしに る掘 時に、 に い位置でコン リー 基 を確認し

た。発掘調査時にはコン リー 基 がないこと ら、平成の修理がなされていると えていたが、地

より 100 あたりにコン リー 基 があることを確認した。 和 52 年の修理報告書に記 されてい

る控石柱修理に る 面 は、控石柱 を く掘り ん 位置にコン リー 基 を する

になっていること ら、お らくはこの の通りに された ではない と えられる。

遺物は 土（１ ）や 和 35 年造成土（２ ）、明治期の石垣修復に伴う （５ ） ら瓦などが 土した。

調査区の 要

基 ５に する ン で、 ン 14 の西 に位置する。 1.15 ・ 長 21.8 を測り、控

石柱 26 ～ 31 が まれる。 が石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされている

と した である。

基本

基本的には上 より、 土およ 度に たる長塀修理の の 土 ( １ )、 和 35 年（1960）の

事業に伴う造成土 ( ２ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴う ( ５ ) である。大きく３

群に大別でき、さらに の中で細別している。

調査の 果

面で明治 22 年熊本地震後の修理が行な れていることを確認した。 事掘 高まで掘り 、ほ

面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う 石 (５－３ )を、北 に って 和 52 年（1977）

の間 石積の (１－７ )を した。また れらの土 を り 控石柱の修復掘 が さ

れたが、すべて明治 10 年（1877） の所 であり、 事に はないと した。

遺構には 控石柱の修復掘 がある。 和 52 年 のものと、平成３・ 年（1991・1992） のも

のがあり、修復掘 埋土の は 者あまり らないが、控石柱の 状が異なる。コン リー 基 が

ないこと ら、発掘調査時にはすべて平成の修理がなされていると えていたが、 頭の控石柱 30 で

は建て こし 事の で、地 より 100 あたりにコン リー 基 があることを確認した。控石柱

25 と に、 和 52 年の控石柱 を く掘り ん 位置にコン リー 基 を する のもの



28



29

と えられる。

事 前は、控石

柱の修復はコン リー

基 があるものとないも

のに けられ、コン

リー 基 には２～３種

の 態があると え

ていた。コン リー 基

は 的 い位置で確

認されるものが多いこと

ら、発掘調査時の掘

においてコン リー 基

を しないものは、

コン リー 基 を い

ない平成の修理によると

類していたが、 事

の 果、本 のように

い位置にコン リー

基 を けるものがある

ことが 明した。コン

リー 基 を い位置に

するものは 頭の控

石柱であるが、 頭の控

石柱で い位置にコン

リー 基 がないものす

べてが、 年度に の

がなされている

は、すべてを確認した

けではないので 定はで

きない。

遺物は 土（１ ）や

控石柱修復掘 埋土、

和 35 年造成土（２ ）、

間 石積の ら、

瓦・陶磁器類・ ・

・ などが

土した。明治期の石垣修

復に伴う （５ ） ら

は の瓦と陶磁器類が

土したが、 は

に ない。
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調査区の 要

基 ６に する ン で、 ン 15 の西 に位置する。 1.15 ・ 長 10.3 を測り、控

石柱 32 ～ 34 が まれる。 が石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされている

と した である。

基本

基本的には上 より、 土およ 度に たる長塀修理の の 土 ( １ )、 和 35 年（1960）の

事業に伴う造成土 ( ２ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴う ( ５ ) である。大きく３

群に大別でき、さらに の中で細別している。

調査の 果

面で明治 22 年熊本地震後の修理が行な れていることを確認した。 事掘 高まで掘り 、ほ

面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う (５－３ )を、北 に って 和 52 年度（1977）

の間 石積の (１－７ )を した。また れらの土 を り 控石柱の修復掘 が さ

れたが、すべて明治 10 年（1877） の所 であり、 事に はないと した。

この ン で した明治期の石垣修理に伴う (５－３ )上の 土は、 と瓦の細 を多

く 土 (５－７ )が いられる がある。

遺物は 土（１ ）や 和 35 年造成土（２ ）、 控石柱修復掘 埋土、間 石積 ら、瓦・陶

磁器類・ などが 土したが、 の ン に べると 土 は ない。

調査区の 要

基 ７に する ン で、16 ン の西 に位置する。 1.15 1.25 、 長 35.7 を測り、

控石柱 35 ～ 44 が まれる。 が石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされてい

ると した である。

基本

基本的には上 より、 土およ 度に たる長塀修理の の 土 ( １ )、 和 35 年（1960）の

事業に伴う造成土 ( ２ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴う ( ５ ) である。大きく３

群に大別でき、さらに の中で細別している。

調査の 果

面で明治 22 年熊本地震後の修理が行な れていることを確認した。 事掘 高まで掘り 、ほ

面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う 石 ( ５－３ ) を し、 れを り 控石柱の修

復掘 などを した。これらはすべて明治10年（1877） の所 であり、 事に はないと した。

遺構には 控石柱の修復掘 や控石柱 43 ～ 44 間で した土 状の遺構がある。

控石柱の修復掘 はすべて平成３年・ 年（1991・1992）の によるもので、 の埋土中には

前の旧控石柱を した が まれることが多く、また瓦 やコン リー なども 。

土 状の遺構は、控石柱 43 ～ 44 間の５－ 上面で した。東西 が ２ であるが、遺構

は調査区 に るため、南北 の は 明である。埋土 ら瓦 や磁器の細 ・ ・ な

どが 土した。 位 ら、 和 35 年の 時もしくは れ の遺構であ う。

遺物は 土（１ ）や 遺構、 和 35 年造成土（２ ）、明治期の石垣修復に伴う （５ ）など ら、

瓦・ 瓦・陶磁器類・ ・ ・ ・ ・ などが 土した。
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調査区の 要

基 に する ン で、 ン 17 の西 に位置する。 1.15 ・ 長 9.9 を測り、控石

柱 45 ～ 50 が まれる。 が石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされていると

した である。

基本

基本的には上 より、 土およ 度に たる長塀修理の の 土 ( １ )、 和 35 年（1960）の

事業に伴う造成土 ( ２ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴う ( ５ ) である。大きく３

群に大別でき、さらに の中で細別している。

調査の 果

面で明治 22 年熊本地震後の修理が行な れていることを確認した。 事掘 高まで掘り 、ほ

面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う 石 ( ５－３ ) を し、 れを り 控石柱の修

復掘 などを した。これらはすべて明治 10 年（1877） の所 であり、 事に はないと

したが、 ン の南 では 的 い位置で明治期の石垣修理に伴う を したこと ら、発掘

による掘 はこの を 掘り ん とこ で めた。

遺構には 控石柱の修復掘 がある。ほ すべてが平成３・ 年（1991・1992）の修理に伴うものであ

るが、控石柱 48 の は 頭で 面 状がやや さなものである。建て こしに る掘 をほとんど

していないため、基 構造の 細は 明であるが、記 上は き り え しとなっていること ら、平

成３・ 年（1991・1992）に い控石柱をいったん き った後に じものを えなおしている が

高い。

遺物は 土（１ ）や 遺構、 和 35 年造成土（２ ）、明治期の石垣修復に伴う （５ ）など ら、

瓦・ 瓦・コン リー ・ ー ・陶磁器類・ 製品・ などが 土したが、控石柱修復掘 埋

土中には、 前の旧控石柱を した が まれることが多い。

調査区の 要

基 ９に する ン で、 ン 18 の西 に位置する。 1.15 1.25 、 長 35.7 を測

り、控石柱 51 ～ 60 が まれる。 が石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされ

ていると した である。

基本的には上 より、 土およ 度に たる長塀修理の の 土 ( １ )、 和 35 年（1960）の

事業に伴う造成土 ( ２ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴う ( ５ ) である。大きく３

群に大別でき、さらに の中で細別している。

調査の 果

面で明治 22 年熊本地震後の修理が行な れていることを確認した。 事掘 高まで掘り 、ほ

面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う 石 ( ５－３ ) を し、 れを り 控石柱の修

復掘 などを した。これらはすべて明治 10 年（1877） の所 であり、 事に はないと

したが、 ン の南 では 的 い位置で明治期の石垣修理に伴う を したこと ら、発掘

による掘 はこの を 掘り ん とこ で めた。

遺構には 控石柱の修復掘 や土 などがある。

控石柱 56 ～ 58 は 和 52 年（1977）の修復、控石柱 51 ～ 55 と控石柱 59・60 は平成３・ 年（1991・
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1992）の修復に るものである。 和 52 年（1977） としたものは、記 上は平成３・ 年（1991・

1992）に修理を受けたことになっているが、控石柱の が 和 52 年（1977）に したものと

であること ら、このように した。た し、 基 は のままに 修理を行なっている はこ

の りではない。また、控石柱 55 は、平成３・ 年（1991・1992）に「 き り え し」を行なっ

ているが、建て こしのため柱の を 事掘 高より 30 掘 したとこ 、コン リー 基 を確認

した。柱はコン リー 基 上面より 35 上で異なる柱 を しているが、この修復が平成３・ 年

（1991・1992）に されたものと れる。

土 は、 和 35 年造成土上面より掘り まれるものを３基、 和 35 年造成土に れるものを１基

した。

控石柱 53 ～ 54 の土 (第 22 １－ 11 ) は、調査区 に がるため は 明であるが、

１ 、 さは 0.4 を測る。ほ であるが、 の中位 に 物を多 に 。控石柱 57

～ 58 の土 は、 控石柱の修復掘 を り 大 の土 ( 第 23 １－ 13 ) で、 は ３ 、

さは 0.2 ～ 0.4 を測る。大きく調査区 に がること ら平面 の 細などは 明である。埋土

は で 中に 化物と 状のものを多 に 。控石柱 58～ 59で した土 (第23 １－10 )

は、調査区 に がること ら平面 の 細等は 明であるが、 ２ 、 さは 0.4 上であ

る。明治期の石垣修理に る 石 を大きく り 、さらに くなる。掘 した埋土は３ に れ

るが、い れも 土 を ー とし、上 には多 の焼土、中 には多 の 化物、 に

は 状の 積物を 。い れも 和 35 年（1960） の所 である。 和 35 年造成土に れる土

( 第 23 ２－７ ) は控石柱 53 の西 で した。東 を控石柱 53 に、西 を１－ 11 の埋土と

する土 に り まれる。掘 した さは 0.3 であるが、明治期の石垣修理に る を大きく り

、さらに くなる。掘り ん 埋土は で、 中には焼土・ 瓦・瓦を 。明治 22 年（1889）～

和 35 年（1960）の間の遺構であるが、 瓦を こと ら、 瓦を いた建物を解体した に掘られ

るものである が高い。

状遺構は控石柱 56 ～ 57 で１ した。西 を控石柱 57 の修復掘 に り まれる。 ン

に する の 状遺構で、 1.7 上、 さは 0.3 上である。掘 の西 りでは、明治

期石垣修理に る 石 を大きく り くなる。この掘り の北 と南 には暗渠排水路の

があること ら、暗渠排水路の掘 であると えられる。 和 35 年造成土に れること ら、明治 22

年（1889）～ 和 35 年（1960）の間の遺構である。

遺物は 土（１ ）や 遺構、 和 35 年造成土（２ ）、明治期の石垣修復に伴う （５ ）など ら、瓦・

瓦・コン リー ・ ー ・陶磁器類・ 製品・ ・ 状石製品などが 土したが、 和 35

年造成土中 らの遺物が大多 を め、 らの遺物は である。 状石製品は控石柱 52 ～ 53 の

和 35 年造成土中にて集中して 土した。また平成３・ 年（1991・1992）の控石柱修復掘 埋土中には、

前の旧控石柱を した が まれることが多い。

調査区の 要

基 10 に する ン で、 ン 19 の西 に位置する。 1.15 ・ 長 27.2 を測り、控

石柱 61 ～ 68 が まれる。ほ が石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされて

いると した で、さらに西 は 櫓復 の に櫓 石垣とともに積 されている。

基本

基本的には上 より、 土およ 度に たる長塀修理の の 土 ( １ )、 和 35 年（1960）の
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事業に伴う造成土 ( ２ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴う ( ５ ) である。大きく３

群に大別でき、さらに の中で細別している。

調査の 果

ほ 面で明治 22 年熊本地震後の石垣修理が行な れていること、およ 西 は平成 24 年（2012）

の石垣修理が行 れていることを確認した。 事掘 高まで掘り 、ほ 面で明治 22 年熊本地震後

の修理に伴う 石 (５－３ )もしくは の 土 (５－２ )を し、 れを り 控

石柱の修復掘 や土 を した。これらはすべて明治 10 年（1877） の所 であり、 事に は

ないと したが、 ン の南 では 的 い位置で明治期の石垣修理に伴う を したこと

ら、発掘による掘 はこの を 掘り ん とこ で めた。

遺構には 控石柱の修復掘 や土 がある。

控石柱 61 は 和 28 ～ 30 年（1953 ～ 1955）の修復、控石柱 62 ～ 65 は 和 52 年（1977）の修復、

控石柱 66 は平成３・ 年（1991・1992）の修復、控石柱 67・68 は平成 24 年（2012）の修復に

るものである。このうち控石柱 62 は、記 のうえでは平成３・ 年（1991・1992）に「 き り え

し」を行なっているが、 和 52 年 のものと られるコン リー 基 がある。柱はコン リー

基 上面 上で柱 を しており、この修復が平成３・ 年（1991・1992）に行な れたものと れ

る。また控石柱 67・68 は、平成 24 年（2012）に行な れた石垣（ 546）の解体積 しに伴って えな

おされており、 れ 前の修理の 跡は残存していない。この修理に伴って、石垣の 石は 系

岩の 石に れ えられており、 石 の上面に土木シー を き修理 所を明 している。 の上に

は 20 程度の 土をし、さらに土木シー を き 、 の上にはこの時に えなおされた塀基 石の

構造や化 土が る。

土 は、 和 35 年造成土上面より掘り まれるものを１基 した。控石柱 61 ～ 65 の土 ( 第

24・25 １－ 14 ) は、調査区 に がるため は 明であるが、 14 に ものである。

た し東西 は いが、南北 は長塀前面石垣 ( 546) と の 面の間 石積 ( 561) に まれていること

ら、 ２ 程度に収まると られる。 の ２ は さ 0.2 ～ 0.3 と いが、 れ の は明

治期の石垣修理に る 石 を大きく り んでさらに く掘り まれている。この土 は平成 29 年

度（2017）確認調査の ン 05 と、平成 31 年度（2019）に した間 石積 ( 561) の解体積 し時

の 事 でも しており、 事 では、間 石積（ 561）の を大きく して基 石 近ま

で掘られていることを確認している。 い で さは 1.5 になる。埋土は大きく６ に けられる

が、 系の土 に は 石であ う や、焼土の のある 土 を が多く、埋土中

らは瓦・コン リー ・陶磁器類・ ・石 などが 土している。 和 35 年（1960）もしくは

れ の 事に る 土 と えられるが、石垣の を大きく掘り 掘 を行なっていることは、

史跡の 上大きな であ う。現に間 石積（ 561）は の地震によってこの 土 を中 とし

た に が きている。

調査区の 要

塀の北 には、 と塀の建っている 地を区 るコン リー 製の がある。この は旧日本

関 が存在した時期の平面 には記 がないこと ら、 和 35 年（1960）の竹の丸 事業

の中で されたと えられるものである。 の地震で基 ～基 ６の間で、この の北

が に れるなどの被害があり、 の とともに修理を行なうこととなった。 事に伴い

を 30 で掘 すること ら、 の を調査区として 定した。し し、 木などがあり掘 が
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な 所があったこと ら、西 ら ン 09 － ～ と３ した。 事による掘 がコン リー

の 面までのため、 事による掘 も の高さまでとした。

基本

基本的には上 より、 土およ 度に たる竹の丸造成に る 土 ( １ )、 和 35 年の

事業に伴う造成土 (２ )である。大きく２ 群に大別でき、さらに の中で細別している。

調査の 果

事掘 高まで掘り 、ほ 面で 和 35 年造成土、もしくはコン リー 面の基 コン リー

を した。また、 ン 14 で した控石柱 23 ～ 24 の暗渠排水路の 石を ン 09 － で

した。この暗渠排水路の がコン リー 水路 面に しており、 こ ら を ると石

の暗渠排水路であることが る。暗渠排水路 の 所はすべて 和 35 年（1960） の所 で

あること ら、 事に はないと したが、暗渠排水路の 年代の ができな った。本 ン

およ ン 14 の所 では、暗渠排水路を中 として 系の 石が、 和 35 年造成土を り

んで埋められていること ら、 和 52 年（1977）の長塀修理に伴って、この暗渠排水路は修理が行な

れていることは るものの、本 的にいつ されたものなの できな った。 こで、この暗

渠排水路の時期や 長 を るため、 に ン ( ン 10) を けて確認調査を した。

この報告については別報告にて行なっているが、この暗渠排水路の 価を行なう上で 要であること ら、

の調査成果について れる。

ン 10 は、 ン 09 － の北 に 30 のセ シ ンを んで 定した東西 ２ ・南北

１ の ン である。調査の 果、 30 のセ シ ンを んで く が異なることが った。

地 面 ら１ 掘り たとこ で ー を し、暗渠排水路は に されていることが 明

した。暗渠排水路が石 のもの ら ー に れ えられたのであれ 、この ン 近で暗渠

排水路はやや西に きを え、 の中 うと 測される。この ー 埋 に る掘 は

土 20 の位置 ら掘られており、埋土 ら「 和 　 」の 印を持つ文化財建造物修復に伴

う瓦が 土している。また、この ー は の 状より と れるものであるが、この種のも

のが に現れるのは 和 40 年（1965）の 正 らである。このこと ら、この は 和 40 年（1965）

に されたものとすることができる。

上のこと ら、この石 暗渠排水路の 修年代は、 和 52 年（1977）の長塀修理 事の であると

えるが、本 の 年代の 細は 明である。よって、 の年代の遺構である も てきれ

ないこと ら、コン リー の 修にあたっては、 石 の石 は することとした。
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事 が 要と した 事は多 に たる。このこと ら、 の 種別 とに べて く。

控石柱 基 に伴う掘

基本的に、 事による掘 高までは平成 30 年度（2018）に発掘調査を行なったが、塀前面の石垣の

石 が された は、これを掘 高まで し 事 までの期間 置すると、石垣天 が れ

する が えられたため、発掘調査での掘 は行な な った。 のため、石垣の 石 が さ

れた 、 により調査での掘 が であった 、 基 掘 に が 要であった などは、

事による掘 時に 事 を行なった。また、控石柱のコン リー 基 天 が掘 高よりも高い

は、コン リー 基 の 時にも 事 を行なった。なお、石垣の 石 で掘 としたの

は、発掘調査 石垣の 面 によって、明治 22 年熊本地震 に修理の がおよんでいると

した とし、明治 10 年 (1877) までの遺構が残存している は、 計 によって掘 の ら

は した。

基 石 り し

基 石は、石垣天 に置 れた塀の土 となる 柱状の石で、この石に があり塀の柱が てられてい

た。現状では、基 石は介石と タ によって 定されているように える。基 石は地震などによっ

て をきたしており、 て り して 置し すこととなっていること ら、基 石およ 基 石の

構造を り す に、 事 を行なった。

控石柱建て こし

控石柱も基 石と に や きなどの被害があること ら、 いた控石柱の建て こしに して

事 を行なった。なお、 している控石柱については、 等で修復した後に建て こしがなされた。

間 石積の解体

塀の 面、控石柱のさらに には間 石積があり、 の にはコン リー 製の がある。塀 面

と との が大きい塀の西 2 3 に積まれており、西 ほど高さがある。積まれた時期は 時期

に れる。このうち石積の東 近は間 石積と塀前面高石垣までの間 が いこと ら、控石柱

基 の を確 するために間 石積を解体したが、 の解体の に 事 を行なった。なお、 解
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体した石積は、 和 52 年度の長塀 存修理 事に して に積まれたものである。

間 石積の解体積 し

門と 櫓の間は、間 石積が も高さのある 所である。この の石積は、 和 29 年 (1954)

の竹の丸 加指定に る平面 には記 があるが、明治 10 年（1877） に された には ってい

ないこと ら、 の間に積まれたものと える。平成 28 年熊本地震で 門と 櫓のほ 中間 近が

したこと ら、 石 の 収と の解体積 しが行な れることになり、 の の に

事 を行なった。

コン リー 修理に伴う掘

長塀の１～２ には、 のとおりコン リー 製の がある。 の一 に が れるなど

の被害があったこと ら、 や著しい が られる の を 修築することとなった。 事で

は 後、 の を 30 で 面まで掘 して を修築する 計であったこと ら、平

成 30 年度（2018）に発掘調査を行なったが、 木があり発掘調査を行なうことができな った があっ

た。この について令和 年度（2019）の 掘 掘 時に 事 を行なった。

控石柱 基 に伴う掘

基 は １～ 10 まであり、西 の基 10 ら に された。明治 22 年熊本地震後の石垣修

理に伴う 石 や の 土、控石柱修理に伴う掘 埋土の 事掘 高までの掘り がおもに行な れ

た。また、 や大 の が 面に まれている は、 面の が行な れた。掘 された土 は、

上 より 和 35 年造成土（２ ）もしくは れより しい 積土 、明治期石垣修理に伴う （５ ）で、

れ れの ら遺物が 土した。

和 35 年造成土（２ ） らは、陶磁器類・瓦・ 瓦・コン リー などが 土した。瓦には江戸期

のものも まれるが、明治時代 の 瓦が主体となる。明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴う 石

の 土（５ ） らは、陶磁器類・瓦が 土した。瓦は江戸期のものが大 を めるが、 く一

に近代の瓦が まれる。控石柱修復に伴う掘 埋土には、瓦やコン リー の に、 つて れてい

た控石柱の が まれることが多 った。また、 的に られる遺物として、 岩製の 石や目

瓦がある。 岩製 石は基 20 に 定される遺物で、 を １ ５ ・ さ１ ほど 状に

く加 している があること ら、 せて していたものと えられる。 石 の の で

あ う 。目 瓦は、熊本地 で う目 瓦ではなく、一 的に塀などに いられる 状の瓦を指す。こ

の瓦は、明治 22 年熊本地震後の石垣修復の がおよんでいない 所に がほ 定される瓦で、特に

基 １の明治時代初頭の遺構面上で集中的に 土しており、この遺構を している控石柱修復に伴う

土 など らも多く 土した。

また、遺構としては 瓦建物の一 を２ 所で した。控石柱 44 ～ 45（ 瓦建物 １）と控石

柱 42 ～ 43（ 瓦建物 ２）の、い れも 基 掘 の北 に る位置で東西 に る。掘

高よりも およ 掘 の状態は掘 をしていないため 細は 明であるが、 瓦建物の 面もしくは

基 であることは間 いない。 瓦建物 １は、 長 ２ ・高さ 0.15 ～ 0.4 を測る。掘 高より

に遺構は るが、掘 していないため は 明である。西 は控石柱 45 の修復時の掘 によっ

て 平されているが、東 は建物の南東 が残存していると られる。積 は、目地の タ の 上

も めて に く、 瓦の 面が えないこと ら長 積 なのであ う。 瓦は 通 瓦 に

瓦も れている。 した天 面には目地の タ が く られないこと ら、ここが 面で

あった が高い。また現状の天 の 上には、 和 35 年（1960）の 時の造成土 （２ ）が っ
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ている。 瓦建物 ２は、 長 1.95 ・高さ 0.2 ～ 0.3 を測る。掘 高より に遺構は るが、

掘 していないため は 明である。東西 ともに建物の が残存していると られる。積 は

長 積 で、目地の タ 理なども めて、 瓦建物 １よりも丁 なつくりである。 瓦は 通

瓦 に 瓦も れる。 天 の一 に さ 0.1 のコン リー が 瓦の上に られること

ら、ここが建物の と えられる。第 13 は 和 34 年度の旧日本 関 建物 に る現状

書 と、竹の丸の史跡 加指定 書 を基に 成したものであるが、 した建物の

一 は、 の位置 ら第 の建物 が 瓦建物 １、 の東の 建物が 瓦建物 ２にあたると え

られる。なお 瓦建物 ２は 事掘 に る は した。

控石柱の 存コン リー 基 の天 が 事による掘 高よりも高い は、コン リー 基 の

時にも 事 を行なったが、控石柱建て こし 事 時に掘 高 も したため、 の

果については「控石柱建て こし」の項にて記 する。

基 石 り し

基 石には東 ら １・２の に西 の 201 まで番号が され、 り しが行な れた。基 石、

構造の に り しを行い、これまで タ に れており 細が 明であった、基 石の え が

明した。基本的に、 石垣天 石上に を き 石などとコン リー よる土 の構築

石の介石で調 しつつ基 石の 置 タ による基 石と介石などの 面 定、の に して

いるが、 と が 程として られない や、介石の で基 石を 定し、 面のコン リー およ

面の タ が られない もある。このことは、 的な修理による 時期の いを して

いる があるが、 細は 明である。た し、控石柱 ２～３間の基 石を する土 セ シ ン

での によると、基 石のコン リー およ タ 基 は 和 35 年の造成土に れており、

つコン リー 基 に 和 30 年修 の瓦が まれる。このこと ら、現在確認できる基 石をコン

リー と介石で 定する 事は、 和 28 ～ 30 年（1953 ～ 55）の 面解体修理の の である

が高いと える。

控石柱建て こし

控石柱建て こしや 基 掘 成 に伴う控石柱コン リー 基 の 、控石柱 し えに伴う控

石柱修復掘 の埋土掘 によって、修理年 との の いが明ら となった。

和28～30年の修理では、 的 い位置にコン リー 基 が 置されている。基 は一 0.6 ・

さ 0.2 ～ 0.3 の 体で、 を多く のコン リー 製である。基 は した控石柱を

した位置を くように を いて されており、 時は存在した 柱 (塀本体の柱と控石柱を

)の 石が、控石柱塀 のコン リー 基 面に置 れている。

和 35 年の修理でもコン リー 基 で控石柱が されている。基 は一 ( ) １ のい

つな もしくは に近い 定 を する。 を多 に のコン リー 製で、控石柱を中

に掘られた いすり 状の掘 にコン リー を し んで されており、コン リー の 和

には、 に 瓦 や旧控石柱 を 。基 の 面は タ 化 によって平 に 上 ら

れている。

和 52 年（1977）の修理でもコン リー 基 で控石柱が されている。基 は基本的に一 １ ・

さ 0.2 ～ 0.5 の 体で、 を が されたコン リー 製である。 を いて

されているものがほとんどであるが、平面 が さく のあるものは を いない。基 の 面に

は 石が き まれているものが多い。また、 ー になる基 上面の控石柱の には、 状の

タ が するものが大多 を める。地 面 ら う くない位置に基 天 があるものがほとんどで

あるが、 和 52 年度の修理報告書に されている、控石柱建て こしに る 面 のよう
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に、地 面より 0.8 ～ 1.2 い位置にコン リー 基 が たれているものも 基確認している。た

し、これらはコン リー 基 がない平成３・ 年度 のものとの区別が しい。 のため、 い

の控石柱にも関 ら 、コン リー 基 が い位置にはなく と 石で めされているものは、

和 52 年の修復の があることを指 するにとどめる。

平成３・ 年に に置き えられた控石柱には、 い位置でのコン リー 基 はない。 は、

前に れていた よりも一 り い一 0.3 の 柱状の石 で、旧 を き った後に を え

しており、 き りの掘 は 石・旧柱 の ・コン リー で埋め めて、柱を 定している。

柱の 面にはコン リー 基 があるとの 報もあるが、 の 事 では確認していない。掘 の埋

め しに れているコン リー は、 れ 前に基 に されていたものの で、旧 の は

し え前の控石柱であると えられる。

控石柱の修理履歴と基 の状況、 の については、別 (第２～ )にまとめた。

間 石積 ( 547) の解体

石 には、西 ら東に って １・２の に 184 まで番号を し、東 ら解体した。築石の

解体およ の で、 の構造等が明ら となった。 和 52 年の解体修理時の であること

ら特 すべきことはないが、 （ 石と土 が った で、石の多い と土 の多い がある）

ら、瓦 や陶磁器類が 土した。 土遺物の時期は近世 ら現代に 。

間 石積 ( 561) の解体積 し

した築石およ 解体する築石に番号を し、 石 の 収、築石の解体の に 業が行な れた。

の後、石積 面の を掘 成 し、基 石上に に１ つ築石が積 された。石積 面の

掘 は、築石前面より 0.6 ～ 0.7 までの で行な れた。

と の (築石を解体した )の土 を した 果、 を中 に間 石積の

を大きく り 土 があり、 の は築石の 面にまで んでいることが った。この土 は平

成 29・30 年度の確認調査でも一 を確認しており、長塀前面石垣の 石 をも掘り んでいる。この土

の埋土 らは、 瓦や 瓦など近代の遺物が多く 土していること ら、 和 34 年に行 れた竹の丸

の旧日本 解体 の遺構であると える。築石を解体する にも 築石間 ら、土 器・磁

器・瓦（丸・平・ ）などの遺物が 土したが、 のとおり 和 34 年 の土 が築石 面にまで

んでいること ら、 瓦など しい の遺物が 土するのであ う。また、基 石の一 が 前 れ

していたため解体したとこ 、基 石 の土 には瓦 が まれていたが、 の中には 瓦など しい

を すものはな った。

石積 の で特 すべきことはないが、石の い はやや特異で、築石を「 石（さ いし）」に っ

ているものがほとんどを めているのである。「 石」とは石 が する で、間 石の天地が本

うべき きとは に積まれている石のことを う。

構築時期であるが、明治 10 年（1877） ら 和 29 年（1954）までのどこ の時 となることは、

に べたとおりである。 土 を めて構築時期を 指し す遺物の 土はな ったため 細は 明

であるが、構築のタ ン としては、一度 した長塀を 建した時 、もしくは れを修理した時

とな う。

コン リー 修理に伴う掘

後の掘 時に 事 を した。平成 30 年度に確認調査を した 所では 面の 的

な成 、 れ の 所では より 0.2 ・ さ 0.5 の で掘 が行な れた。掘 され

た土 はすべて 和 35 年造成土より しい時期の土 で、瓦を中 とした遺物が 土した。瓦には江戸

期のものも まれるが、近代の 瓦の 土が多 った。



47

記 による
修理

記 による
修理時期

控石柱基 の調査所 の 事 ・ の 所
所 による

近修理時期

１
き り
え し

和52年
平面 の大 のコン リー 基 基 上
は と大 の と で埋め し 基
上面は ２より い

事掘 高より にコン リー 基 がある
ため、建て こし等せ

和52年度

２
き り
え し

和52年

平面 の大 コン リー 基 控石柱
を 状に り上 る 控石柱 に大

の を じえた 系の 土、上 は
と で埋め し

事掘 高より にコン リー 基 がある
ため、建て こし等せ

和52年度

３ 和28年 前
平面 の コン リー 石あり

掘 度 い 基 掘 を 和35年造成土
が う

コン リー 基 和28 ～ 30年度

和28年 前
平面 の コン リー 石あり

掘 度 い 基 掘 を 和35年造成土
が う

コン リー 基 和28 ～ 30年度

５
石
置

和35年
控石柱より40 ～ 50 は と 、 は ・
瓦 などを じえた 系の 土で
める 基 掘 を 和35年造成土が う

事掘 高より にコン リー 基 がある
ため、建て こし等せ

和35年度

６ 和28年 前
平面 の コン リー 石あり

掘 度 い 基 掘 を 和35年造成土
が う

コン リー 基 和28 ～ 30年度

７ 和28年 前
平面 の コン リー 石あり

掘 度 い 基 掘 を 和35年造成土
が う

コン リー 基 控石柱 コ
ン リー 基 より20 掘 し柱

確認 土中の旧 は現状 存 旧 上に土
を れ、 の上に を 置

和28 ～ 30年度

石
置

和35年

平面 の大 コン リー 基 す
り 状の基 には と 瓦 じる ・瓦・

瓦 じりの 系の 土の埋土 基
上面の は後 の

コン リー 基 和35年度

９
き り
え し

和52年

定 の大 コン リー 基 和 の
多く 状の掘 にコン リー

し 掘 は め石にコン リー を
し ん 基 上は と 基 の
状は 和35年度のもの が、コン リー

基 掘 は、コン リー 面の てコ
ン リー を り

和52年修理記 あるが修理は
事掘 高 50 までコン リー 基

和35年度
もしくは
和52年度

10
き り
え し

和52年

平面 の大 コン リー 基 さ10 ～
15 あり 控石柱 を 状に り
上 る 基 には 土(ほとんどない)
基 上は と

コン リー 基 和52年度

11 和28年 前
平面 の コン リー 石あり

掘 度 い 基 掘 を 和35年造成土
が う

コン リー 基 和28 ～ 30年度

12 明 明
平面 の コン リー 石あり

掘 度 い 基 掘 を 和35年造成土
が う

コン リー 基 建て こしのた
め、コン リー 基 を 事掘 高より10

掘 基 に控石柱の め石確認する
も時期は 明 状況は明治期石垣修復時
の 土を り

和28 ～ 30年度

13
き り
え し

和52年

平面 の大 コン リー 基 さ 20
控石柱 を 状に り上 る 控石

柱 に大 の を じえた 系の
土、上 は と で埋め し

の 建て こしのため、コン リー
基 を 事掘 高より10 掘 。

和52年度

14 和28年 前

平面 の コン リー 石あり
コン リー の を さ10 ～ 15 の

い 状に掘り、コン リー を し
れより には控石柱なし 基 掘 が

和35年造成土を り
後年に 修しているの

コン リー 基
和35年
修理

15
き り
え し

和52年

平面 の大 コン リー 基 さ35
控石柱 は 状に り上 る コン

リー 基 で柱 控石柱 に を
じえた 系の 土、上 は と
で埋め し は 系の 岩多い

コン リー 基 基 を20 掘
し で

和52年度

16
き り
え し

和52年

平面 の大 コン リー 基 控石柱
は 状に り上 る 控石柱 に大

の を じえた 系の 土 上 は
と で埋め し

コン リー 基 は上 2 3を 建て
こしのため、コン リー 基 を 事

掘 高より15 掘
和52年度

17
き り
え し

和52年

平面 の大 コン リー 基 控石柱
は 状に り上 る コン リー 基
で した柱を している 18と 時

修理掘 は 系の 岩 石と で
地 面近くまで埋め し 基 面にも 系
石 る

コン リー 基 事掘 高より
15 掘 し の高さで残存柱 を し、
の上に 置

和52年度

18
き り
え し

和52年

平面 の大 コン リー 基 基 上面
体が 状に柱に い高くなる 17と
時 修理掘 は 系の 岩 石と
で地 面近くまで埋め し

17より基 い 事掘 高までコン
リー 事掘 高より は柱

の 10 コン リー 。 の高さで残
存柱 を し、 の上に 置

和52年度

19
石
置

平成３・ 年

掘り 柱 は上面まで 石 は
と 石 石は のもの多く大 コン
リー
　 和52年修復後の 修理

和52年修理記 あり 建て こしなし 平成３ 年
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記 による
修理

記 による
修理時期

控石柱基 の調査所 の 事 ・ の 所
所 による

近修理時期

20 和28年 前
平面 の コン リー 石あり

基 北 掘 度 い 基 掘 を
和35年造成土が う

コン リー 基 柱に じれあり
コン リー 基 を50 掘 し、

もしくは柱 面確認 掘 土は を主体と
し、 土や旧柱 などの石 をまじえた
土 掘 後建て こしと じれ 正

和28 ～ 30年度

21
き り
え し

和52年

掘り コン リー 基 なし 柱 頭
上 は の 、 は 石と で

埋め し 平成３・ 年に えなおしている
も

建て こしのための掘 なし 和52年度

22
き り
え し

和52年

コン リー 基 なし 柱 頭 上
は の 、 は 石と で埋め し

石は 系 岩多くコン リー 基
平成３・ 年に え しの あり

事掘 高より70 掘り 掘 土は修復
時埋土( 石) 柱 にコン リー あ
り 和52年度修理報告書の控石柱修理
面 とおりの

和52年度

23
き り
え し

和52年
コン リー 基 なし 平成３・ 年に え

している 大 上 は の 、
は 石と で埋め し

和52年 と えられる暗渠排水路の掘
( 系の 石が埋土)をさらに り 掘
建て こしのための掘 なし

平成３ 年

24
き り
え し

和52年

コン リー 基 なし 柱 頭 平
成３・ 年に え している 大 上
は の 、 は 石と で埋め し
石は 系 岩

和52年 と えられる暗渠排水路の掘
( 系の 石が埋土)をさらに り 掘

事掘 高より40 掘り 掘 土は控石
柱修復時埋土( 石） 掘 後建て こ
し

平成３ 年

25
き り
え し

和52年

コン リー 基 なし 柱 頭 平
成３・ 年に えなおしている もある

上面 近は 、 は 石と 石
は 系 岩

事掘 高より80 掘り 掘 土は修復
時埋土( 石) 柱 にコン リー あ
り 建て こしでき 和52年度修理報告
書の控石柱修理 面 とおりの

和52年度

26
石
置

平成３・ 年
掘り 柱 は上面まで 石 は

と 石 石は のもの多い

事掘 高より60 掘り 掘 土は控石
柱修復時埋土( 石) 柱 を
確認 コン リー なし 掘 後建て こし

平成３・ 年度

27
き り
え し

和52年
掘り コン リー 基 なし 柱 頭

21と 石は 系多い

事掘 高より60 掘り 掘 土は控石
柱修復時埋土( 石) いたため掘
後建て こし 掘 高より にコン リー
基 がある あり

和52年

28
石
置

平成３・ 年 掘り 26と 石は大 石 多い

和52年修理記 あり 事掘 高より５
掘り 掘 土は控石柱修復時埋土(

石) いたため掘 後建て こし 土中
で

平成３・ 年度

29
石
置

平成３・ 年
掘り 上 は 、 は と 石
には 石と瓦が じる 土

和52年修理記 あり 事掘 高より の
掘り なし

平成３・ 年度

30
き り
え し

和52年 掘り 柱 頭 21と

事掘 高より80 掘り 掘 土は控石
柱修復時埋土( 石) 柱 にコン
リー あり 建て こしでき 和52年度
修理報告書の控石柱修理 面 とおりの

和52年度

31
石
置

平成３・ 年 掘り 26と
和52年修理記 あり 事掘 高より の

掘り なし 土中で
平成３・ 年度

32
石
置

平成３・ 年
掘り 26と コン リー 基

事掘 高より の掘 なし 平成３・ 年度

33
石
置

平成３・ 年 掘り 26と
和52年修理記 あり 事掘 高より の

掘 なし 土中で
平成３・ 年度

34
石
置

平成３・ 年 掘り 26と
和52年修理記 あり 事掘 高より40

掘り 掘 土は控石柱修復時埋土(
石) いたため掘 後建て こし

平成３・ 年度

35
石
置

平成３・ 年 掘り 26と
和52年修理記 あり 事掘 高より40

掘り 掘 土は控石柱修復時埋土(
石) いたため掘 後建て こし

平成３・ 年度

36
石
置

平成３・ 年
掘り 土と 石で埋め し 石

は大 のもの多く旧柱
は られない

和52年修理記 あり 事掘 高より40
掘り 掘 土は控石柱修復時埋土(
石) いたため掘 後 て こし

平成３・ 年度

37
石
置

平成３・ 年
掘り 26と 石は 系 岩多く
のもの多い

和52年修理記 あり 事掘 高より の
掘 なし 土中で

平成３・ 年度

38
石
置

平成３・ 年
掘り 26と 石は大 多くコン

リー 基 ・旧柱

和52年修理記 あり 事掘 高より40
掘り 掘 土は控石柱修復時埋土(
石) いたため掘 後建て こし

平成３・ 年度

39
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 石は大 多くコン

リー 基
和52年修理記 あり 事掘 高より の

掘 なし 土中で
平成３・ 年度

40
石
置

平成３・ 年
掘り 土と シ ン・
石で埋め し 石にはコン リー 基
・旧柱

和52年修理記 あり 事掘 高より30
掘り 掘 土は控石柱修復時埋土(
石) いたため掘 後建て こし

平成３・ 年度

41
石
置

平成３・ 年
掘り 26と 石は大 多く 石・

瓦 ・ 瓦・コン リー
和52年修理記 あり 事掘 高より の

掘 なし
平成３・ 年度

42
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 石は大 なくコン
リー 基 ・旧柱 ・瓦

和52年修理記 あり 事掘 高より の
掘 なし

平成３・ 年度

43
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 石は大 多くコン

リー ・旧柱
和52年修理記 あり 事掘 高より の

掘 なし
平成３・ 年度

44
石
置

平成３・ 年
掘り 26と -60 近に旧コン
リー 基 石は大 多くコン リー
・旧柱

和52年修理記 あり 事掘 高より10 ～
15 掘り 掘 土は控石柱修復時埋土(

石) 事掘 高上60 で柱
が めになっており が しいため、

近で柱 し、 れより上は に

平成３・ 年度
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記 による
修理

記 による
修理時期

控石柱基 の調査所 の 事 ・ の 所
所 による

近修理時期

45
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 石は 多く土 が

ほとんど らない 旧柱 ・コン リー
・ 瓦 ・瓦

和52年修理記 あり 事掘 高より の
掘 なし

平成３・ 年度

46
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 石は大 多く旧柱
・ 石・コン リー ・ 瓦

和52年修理記 あり 事掘 高より の
掘 なし

平成３・ 年度

47
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 石は 多く 系
岩主体 コン リー

事掘 高より10 掘り 掘 土は控石
柱修復時埋土( 石) いたため掘
後建て こし

平成３・ 年度

48
き り
え し

平成３・ 年

掘り 頭 36と 石は
大 多く旧柱 ・ 石・コン リー 基 ・
瓦
和28年修復後の 修理の あり

事掘 高より10 掘り 掘 土は控石
柱修復時埋土( 石) いたため掘
後建て こし

平成３・ 年度

49
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 石は 多い 大

は柱 に多 瓦
事掘 高より の掘 なし 平成３・ 年度

50
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 石は大 多くコン

リー 基 ・旧柱 土 は ない
和52年修理記 あり 事掘 高より の

掘 なし
平成３・ 年度

51
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 石は大 多くコン

リー 基 ・旧柱 ・ 石
事掘 高より の掘 なし 平成３・ 年度

52
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 石は大 あり 石

多い コン リー ・ 石
和52年修理記 あり 事掘 高より の

掘 なし
平成３・ 年度

53
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 上面 近の あり
石の めの に瓦 多 に れる 旧柱

和52年修理記 あり 事掘 高より の
掘 なし

平成３・ 年度

54
石
置

平成３・ 年
掘り 36と 上面 近は 石

は大 多く旧柱 ・コン リー ・ 石
和52年修理記 あり 事掘 高より の

掘 なし
平成３・ 年度

55
き り
え し

平成３・ 年
掘り 上面 近 石は 多い コ

ン リー

和52年修理記 あり 事掘 高より30
掘り 掘 土は控石柱修復時埋土(

石) 面にコン リー 基 ( 和52年)
コン リー 面より上35 で異なる柱 を
(平成３・ 年) の上 で じれ

あり 一 り して

平成３・ 年度

56
き り
え し

平成３・ 年

事掘 高 ５ に大 の コン リー
基 あり 基 は柱 を 状にする

土と の を にする
石は大 多い

和52年修理記 あり コン リー 基
を 事掘 高より60 掘り 掘 土は

控石柱修復時埋土( 石) コン リー
基 は ありの なし

し建て こし

和52年

57
き り
え し

平成３・ 年 56と
和52年修理記 あり 事掘 高より の

掘 なし 建て こしなし
和52年

58
き り
え し

平成３・ 年 56と

和52年修理記 あり コン リー 基
を 事掘 高より40 掘り 掘 土は

控石柱修復時埋土( 石) コン リー
基 は なし の は 明

天 より25 が柱 で、 れより に
柱なし

和52年

59
石
置

平成３・ 年
36と 石は大 多い 旧柱 ・コン
リー

和52年修理記 あり 事掘 高より の
掘 なし 建て こしなし

平成３・ 年度

60
き り
え し

平成３・ 年
36と 埋土には じる 旧柱 多

く

和52年修理記 あり 事掘 高より10 ～
35 掘り 掘 土は控石柱修復時埋土(

石) いたため掘 後建て こし
平成３・ 年度

61
き り
え し

平成３・ 年 ３と 平面 の きコン リー
和52年修理記 あり コン リー 基 は

事掘 高より の掘 なし
和28 ～ 30年度

62
き り
え し

平成３・ 年
平面 の大 コン リー 基 基 上面

体が 状に柱に い高くなる 柱 れ
に ンあり

和52年修理記 あり コン リー 基 を
しながら 事掘 高より10 掘り

いたため掘 後建て こし 基 置が
和52年度、 の 修が平成３・ 年

和52年度と
平成３・ 年度

63
き り
え し

平成３・ 年

平面 の大 コン リー 基 ・ あり
基 は上 ２重構造で、上 は通 の構造、

は柱 りに 10 の 間を ける構造
基 より には柱なし 基 の 土は と
石

和52年修理記 あり コン リー 基 上
を し建て こし

和52年

64
き り
え し

平成３・ 年

63と 平面 の大 コン リー 基
なし 基 は上 ２重構造で、上

は通 の構造、 は柱 りに 10 の 間
を ける構造 基 より には柱なし
めに旧柱 ・コン リー

和52年修理記 あり コン リー 基 上
を し建て こし

和52年

65
き り
え し

和52年

面 ５ に大 のコン リー 基 あ
り にならないタ 控石柱 １と

基 土は に 石（コン リー
）

和52年修理記 あり 事掘 高より の
掘 なし

和52年度

66
き り
え し

和52年
掘り と 石で め 石には旧柱
・コン リー ・ 石 は
石多い

和52年修理記 あり 事掘 高より の
掘 なし

平成３ 年

67 え し 平成24年 67と68は一体 掘り 前面石垣
めと 時 石の 石 石 上面
に土木シー の上に 系の 土

和52年修理記 あり 事掘 高より の
掘 なし

平成24年度

68 え し 平成24年
和52年修理記 あり 事掘 高より の

掘 なし

録
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１　北原治「長塀の控柱石について」 熊本城調査研究センター年報 号　熊本城調査研究センター、2018 年。

　 書には、 類は「頭 を で に した 岩製のもの（平成３ 年の ）」とあるが、「頭 を

れにし、 体を で柱状に加 した 岩製のもの（平成３・ 年の ）」としておきたい。この種は、 面

状が の類 の柱よりも一 り大きい。 面 は の の柱は一 前後のものが多 を めるが、この種

の柱は一 １ を測る。

２　竹の丸における の 成を 長 15 年（1612） に める 解（ 田 一「 川・ 川 路と城 町の 成」

市史研究くまもと 第７号 熊本市 1996 年、 田 一「熊本の 川と城 町の 成」 市史研究くまもと 第 11

号 熊本市 2000 年）もあるが、 長 17 年（1612） 後 後城 の竹の丸に「 （さこ）」の 記があること ら、

この時期まで は 成していないものと えられる。

３　「 の 熊本市 業 90 年」 熊本日日 、2014 年 月６日。

　「 町、花畑町の 90 年前　 つ る」熊本日日 、2015 年２月 26 日。

５　 「熊本城 存 を して ( )( )」 熊本城 第 第 熊本城 存 、1941 年。

６　「長塀修 の 加 一 す」 熊本城 第 熊本城 存 、1940 年。

　　熊本城 存 和 15 年度 加 を した記事で、長塀修 を主とする 加 が されたとある

が、 の後に修理に した記 がないため、 に修理があった どう は 定できない。

７　旧日本 に関して された史跡 の現状 書に、 の 置 が されている。

　 「 地 介 熊本第 6号地 1889 年 ( 明治 22)」 熊本市 市 策研究所ニ ーズ ター

第 7号 熊本市 市 策研究所、2015 年。

９　熊本市 重要文化財熊本城 物櫓・長塀修理 事（ ・ 修理）報告書 、1979 年。

10　熊本市熊本城調査研究センター 熊本城発掘調査報告書２－本丸御殿の調査－ 、2016 年。

特に に ていない およ の は の文 による。

　　熊本市 特別史跡熊本城跡 調査報告書 歴史 編 、2019 年。

遺物については、 測 の と一 で報告とする。なお、遺物の年代 などの については、

のとおりである。

　 陶磁器類　　中世土器研究 編 　中世の土器 　 　2004 年

　 前系陶磁器類　 近世陶磁学 陶磁の編年 　2000 年

　　　　　　　　　大橋 二　 の文 　理 学 　1994 年

　　　　　　　　　熊本市熊本城調査研究センター 熊本城跡発掘調査報告書 1－ 田丸の調査－ 2014 年

　　　　　　　　　熊本市熊本城調査研究センター 熊本城跡発掘調査報告書 2－本丸御殿の調査－ 　2016 年

　瓦　　　　　　　 二　 近世瓦の研究 　 成 　2008 年

　　　　　　　　　 　「 地 の城郭瓦の －熊本城 土 年 瓦の集成を中 に」 期城郭瓦研究

の 期城郭研究 　2018

　　　　　　　　　 　「熊本城瓦編年の に けて　－瓦研究の と の 理－」 城郭 第 19 号　

　　　　　　　　　 期城郭研究 　2019

　　　　　　　　　 藤浩 　「 城郭 土の 瓦 類 タロ （ の１）－瓦 文 を中 にして－」 研究 要

第 33 号　( 財 )北 市文化 術 財 　2019 年

　　　　　　　　　藤丸 「 橋町の製瓦業について」 の文化に を 　 橋町　1992 年

　　　　　　　　　 矢加 町 遺跡 　 　2007 年

　 瓦　　　　　　水野 日本 瓦史の研究 　 大学 　1999 年

　　　　　　　　　 熊本大学埋 文化財調査センター年報　2016 年度 熊本大学埋 文化財調査センター　2018 年

　 器類　　　　　 東町文化財調査報告第 集　 東町西南戦争遺跡調査 報告書 　 東町 　2012 年

　　　　　　　　　 二 機関 門 　 　2008
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器種 印位置 印 状 土年度 土 所 土 位 器種 印位置 印 状 土年度 土 所 土 位

1 平瓦 面 大 31 控石柱 16 西 35 造成土（2-2 ） 91 丸瓦 面 31 控石柱 3～ 4 3-1 ～ 3-2

2 平瓦 面 大 30 ン 15 間 石 土 92 丸瓦 面 30 ン 19 土

3 平瓦 面 大 31 控石柱 33 ～ 34 5-7 93 丸瓦 面 31 控石柱 14 東 22 石垣 土

4 丸瓦 面 大 30 ン 19 35 造成土 94 丸瓦 面 31 控石柱 17 東 22 石垣 土

5 平瓦 面 大 31 控石柱 16 ～ 17 22 石垣 土 95 平瓦 面 30 ン 19 35 造成土

6 丸瓦 面 大 30 ン 17 35 造成土 96 平瓦 面 30 ン 14 22 石垣 土

7 丸瓦 面 大 30 ン 18 22 石垣 土 97 瓦 面 31 ン 9- ～ 35 造成土

8 平瓦 面 大 30 ン 9- 35 造成土 98 平瓦 面 30 ン 19 35 造成土

9 丸瓦 面 大 30 ン 18 35 造成土 99 平瓦 面 30 ン 18 35 造成土

10 平瓦 面 大 31 控石柱 52 ～ 53 22 石垣 土 100 平瓦 面 31 控石柱 14 東 22 石垣 土

11 平瓦 面 大 30 ン 13 35 造成土 101 丸瓦 面 30 ン 9- 35 造成土

12 平瓦 面 大 30 ン 18 35 造成土 102 平瓦 面 30 ン 20 35 造成土

13 平瓦 面 大 30 ン 11 土 103 平瓦 面 31 控石柱 59 ～ 60 35 造成土

14 平瓦 面 大 30 ン 18 22 石垣 土 104 平瓦 面 31 控石柱 17 修復掘

15 平瓦 面 大 31 控石柱 13 ～ 14 22 石垣 土 105 平瓦 面 31 控石柱 3～ 4 3-1 ～ 3-2

16 平瓦 面 大 30 ン 20 35 造成土 106 丸瓦 瓦 面 31 控石柱 14 ～ 15 35 造成土

17 平瓦 面 大 30 ン 9- 35 造成土 107 瓦 面 30 ン 20 土

18 平瓦 面 大 30 ン 17 22 石垣 土 108 瓦 平 面 30 ン 12 35 造成土

19 丸瓦 面 大 31 控石柱 3～ 4 3-1 ～ 3-2 109 瓦 面 30 ン 15 土

20 平瓦 面 大 30 ン 9- 35 造成土 110 瓦 平 面 30 控石柱 1修復掘

21 平瓦 面 大 31 控石柱 11 ～ 12 22 石垣 土 111 瓦 平 面 30 ン 19 35 造成土

22 平瓦 面 大 30 ン 20 土 112 瓦 平 面 31 控石柱 47 修復掘

23 丸瓦 面 大 30 ン 13 土 113 瓦 平 面 30 ン 17 22 石垣 土

24 目 瓦 面 31 控石柱 1修復掘 114 瓦 平 面 30 控石柱 1修復掘

25 平瓦 面 31 控石柱 21 ～ 22 35 造成土 115 瓦 平 面 31 ン 9- ～ 西 35 造成土

26 平瓦 30 ン 11 土 116 瓦 面 30 ン 9- 35 造成土

27 平瓦 面 月 30 ン 12 35 造成土 117 瓦 面 31 控柱 37 ～ 38 35 造成土

28 平瓦 面 大 長 31 控石柱 4～ 5 2-1 118 瓦 平 面 30 ン 13 35 造成土

29 平瓦 面 大 長 30 ン 11 土 119 瓦 平 面 30 ン 15 35 造成土

30 平瓦 面 大 長 30 ン 20 土 120 瓦 平 面 30 ン 17 22 石垣 土

31 丸瓦 面 大 長 30 ン 12 35 造成土 121 瓦 平 面 30 ン 9- 35 造成土

32 平瓦 面 大 長 30 ン 19 35 造成土 122 瓦 平 面 31 控石柱 61 ～ 62 土(1-14 )

33 平瓦 面 長 31 控石柱 51 ～ 52 2-5 123 瓦 平 面 31 控石柱 61 ～ 62 土(1-14 )

34 丸瓦 面 長 31 控石柱 52 ～ 53 22 石垣 土 124 瓦 平 面 31 控石柱 38 ～ 39 35 造成土

35 丸瓦 面 長 31 控石柱 55 西 22 石垣 土 125 瓦 平 面 30 ン 20 35 造成土

36 平瓦 面 長 30 ン 19 35 造成土 126 瓦 面 30 ン 17 35 造成土

37 平瓦 面 長 30 ン 18 22 石垣 土 127 瓦 面 31 控石柱 43 ～ 44 35 造成土

38 平瓦 面 長 30 ン 14 土 128 瓦 平 面 31 控石柱 14 ～ 15 35 造成土

39 平瓦 面 長 30 ン 18 129 瓦 平 面 31 控石柱 50 ～ 51 土

40 丸瓦 面 長 31 控石柱 45 修復掘 130 瓦 平 面 31 控石柱 46 ～ 47 35 造成土

41 平瓦 面 長 31 控石柱 10 ～ 11 35 造成土 131 瓦 平 面 30 ン 18 22 石垣 土

42 丸瓦 面 長 30 ン 14 江戸期造成土 132 瓦 平 面 31 ン 9- 北 35 造成土

43 平瓦 面 長 31 控石柱 17 修復掘 133 瓦 面 30 ン 20 35 造成土

44 平瓦 面 長 30 ン 15 土 134 瓦 平 面 30 ン 18 22 石垣 土

45 丸瓦 面 30 ン 13 35 造成土 135 瓦 平 面 30 ン 19 35 造成土

46 平瓦 面 30 ン 18 22 石垣 土 136 瓦 面 31 控石柱 20 修復掘

47 平瓦 面 長 30 ン 13 35 造成土 137 瓦 平 面 31 ン 9- ～ 35 造成土

48 平瓦 面 長 30 ン 19 35 造成土 138 瓦 平 面 30 ン 13 35 造成土

49 丸瓦 面 長 31 控石柱 64 近 35 造成土 139 瓦 平 面 31 控石柱 14 ～ 15 35 造成土

50 丸瓦 面 長 31 控石柱 14 ～ 15 22 石垣 土 140 瓦 平 面 31 控石柱 14 ～ 15 35 造成土

51 丸瓦 面 長 30 ン 12 35 造成土 141 瓦 平 面 30 ン 17 35 造成土

52 平瓦 面 長 30 ン 19 35 造成土 142 瓦 面 30 ン 20 35 造成土

53 平瓦 面 長 30 ン 19 土 143 瓦 平 面 31 控石柱 50 ～ 51 2-5

54 平瓦 面 31 控石柱 3～ 4 35 造成土 144 瓦 平 面 30 ン 20 35 造成土

55 丸瓦 面 長 31 控石柱 14 ～ 15 22 石垣 土 145 瓦 平 面 長 30 ン 20 35 造成土

56 丸瓦 面 長 31 控石柱 3～ 4 3-1 ～ 3-2 146 瓦 平 面 長 30 ン 15 35 造成土

57 平瓦 面 長 31 控石柱 10 ～ 11 35 造成土 147 瓦 面 長 31 控石柱 34 修復掘

58 平瓦 面 30 ン 19 35 造成土 148 瓦 平 面 長 30 ン 19 土

59 平瓦 面 長 31 控石柱 52 ～ 53 22 石垣 土 149 瓦 平 面 長 30 ン 12 35 造成土

60 丸瓦 面 長 31 控石柱 50 西 35 造成土 150 瓦 平 面 長 30 ン 18 22 石垣 土

61 平瓦 面 30 ン 19 35 造成土 151 瓦 平 面 長 30 ン 19 土

62 平瓦 面 定 31 控石柱 17 東 22 石垣 土 152 瓦 平 面 長 31 控石柱 29 修復掘

63 平瓦 面 30 ン 11 35 造成土 153 瓦 平 面 長 31 控石柱 48 ～ 49 35 造成土

64 平瓦 面 長 31 ン 14 南 土 石基 基 154 丸瓦 面 長 30 ン 17 土

65 丸瓦 面 長 30 ン 13 35 造成土 155 平瓦 面 大 長 30 ン 9- 35 造成土

66 丸瓦 面 長 30 ン 15 35 造成土 156 平瓦 面 長 30 ン 20 35 造成土

67 丸瓦 面 長 30 ン 19 35 造成土 157 瓦 平 面 31 控石柱 35 修復掘

68 平瓦 面 長 31 控石柱 4～ 5土 石基 基 158 瓦 面 大 30 ン 17 22 石垣 土

69 平瓦 面 長 31 控石柱 47 西 1-6 159 瓦 平 面 30 ン 13 35 造成土

70 平瓦 面 長 30 ン 14 土 160 瓦 平 面 30 ン 13 35 造成土

71 平瓦 面 長 31 控石柱 3～ 4 3-1 ～ 3-2 161 瓦 平 面 31 控石柱 14 ～ 15 35 造成土

72 平瓦 面 長 30 ン 9- 35造成土 162 瓦 平 面 30 ン 20 35 造成土

73 瓦 面 き 31 控石柱 63 ～ 64 土 (1-14 ) 163 瓦 平 面 30 ン 20 土

74 平瓦 面 30 ン 12 35 造成土 164 平瓦 面 大 30 ン 20 土

75 平瓦 面 31 控石柱 14 ～ 15 35 造成土 165 瓦 面 大 31 控石柱 56 ～ 57 35 造成土

76 平瓦 面 31 控石柱 14 ～ 15 35 造成土 166 目 瓦 面 31 控石柱 43 ～ 44 22 石垣 土

77 平瓦 面 30 ン 15 22 石垣 土 167 目 瓦 平 面 30 ン 15 土

78 平瓦 面 30 ン 19 土 168 目 瓦 平 面 31 控石柱 2～ 3土 石基 基 タ

79 丸瓦 面 30 ン 18 22 石垣 土 169 目 瓦 平 面 31 ン 9- 西 35 造成土

80 平瓦 面 30 ン 19 35 造成土 170 目 瓦 平 面 31 ン 12 東

81 平瓦 面 31 控石柱 53 ～ 54 35 造成土 171 目 瓦 平 面 30 ン 14 土

82 平瓦 面 31 控石柱 14 東 22 石垣 土 172 丸瓦 面 31 控石柱 3西 2-4

83 丸瓦 面 31 控石柱 14 ～ 15 35 造成土 173 目 瓦 平 面 31 控石柱 11 近 土

84 平瓦 面 31 控石柱 7～ 8 35 造成土 174 瓦 平 面 30 ン 19 土

85 平瓦 面 30 ン 18 35 造成土 175 44 前 30 ン 20 35 造成土

86 丸瓦 面 31 控石柱 14 ～ 15 35 造成土 176 瓦 平 面 31 控石柱 45 修復掘

87 丸瓦 面 31 控石柱 3～ 4 3-1 ～ 3-2 177 119 30 ン 15 35 造成土

88 丸瓦 面 31 控石柱 4～ 5 2-1 178 126 30 ン 17 35 造成土

89 丸瓦 面 31 控石柱 57 ～ 58 35 造成土 179 133 30 ン 20 35 造成土

90 平瓦 面 30 ン 19 土 180 160 30 ン 13 35 造成土
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土
位

種
類

調
土

焼
成

調

長
さ

面
面

・
面

面

2
8

1
T
1
1

3
5
造

成
土

目
瓦

(
1
2
.
2
)
(
1
9
.
6
)

1
.
9

、
、

コ
、

良
好

(
4
)

(
4
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

中
、

文
長
塀

建
初
瓦

2
8

3
T
1
1

暗
土

（
3
-
1

）
瓦

(
9
.
5
)

(
1
8
.
7
)

2
.
1

、
コ

、
良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

平
瓦

瓦
文

中
、

文
平

瓦
文

区
に
「

」
の

し

2
9

9
T
1
1

控
石

柱
3

修
復

掘
目
瓦

(
1
4
.
7
)
(
2
4
.
7
)

2
.
0

、
、

コ
良
好

(
6
)

(
6
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

中
、

文
和

3
4
年
（
1
9
5
9
）
修

瓦

3
1

2
2

T
1
2

3
5
造

成
土

瓦
(
7
.
1
)

(
2
4
.
2
)

1
.
8

、
コ

、
良
好

(
5
)

(
5
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（
第

2
8

３
と

の
文

構
成
）

瓦
上

を
り

3
1

2
3

T
1
2

3
5
造

成
土

瓦
(
4
.
9
)

(
9
.
2
)

1
.
9

コ
、

コ
、

良
好

(
2
1
)

(
2
1
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

平
瓦

（
第

2
8

３
と

の
文

構
成

）
リ

コ
し

3
1

2
4

T
1
2

3
5
造

成
土

瓦
(
3
.
0
)

(
8
.
7
)

-
コ

、
コ

や
や

(
2
1
)

(
2
1
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

（
第

3
1

2
3
に

べ
の

目
の

が
）

平
瓦

リ
コ

し

3
1

2
5

T
1
2

3
5
造

成
土

瓦
(
4
.
3
)

(
1
3
.
0
)

1
.
9

、
コ

、
良
好

(
5
)

(
5
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

中
、

文
（
第

3
1

2
6
と

の
文

構
成
）

し

3
1

2
6

T
1
2

3
5
造

成
土

瓦
(
8
.
6
)

(
1
7
.
7
)

1
.
8

、
コ

、
、

状
や
や

リ
ー

(
5
3
1
)

リ
ー

(
5
3
1
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

中
状
、

文
（

第
2
8

３
と

の
文

構
成

）
平

瓦
文

区
上
に
「

」
の

コ
し

3
1

2
7

T
1
2

3
5
造

成
土

瓦
(
8
.
1
)

(
7
.
5
)

2
.
0

、
コ

、
、

コ
、

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（
第

2
8

３
と

の
文

構
成
）

瓦
上

を
り

3
3

3
0

T
1
3

土
目
瓦

(
1
4
.
7
)
(
1
9
.
8
)

2
.
3

、
コ

、
コ

、
や
や

や
や

(
5
)

(
5
)

丸
瓦

瓦
文

文
平
瓦

瓦
文

中
花

文
、
二

文
し

江
戸
期
の
瓦

3
3

3
3

T
1
3

3
5
造

成
土

瓦
(
1
6
.
1
)
(
1
3
.
1
)

2
.
2

、
コ

、
、

コ
、

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

瓦
文

文
平
瓦

瓦
文

中
花
文
、

文
し

3
3

3
4

T
1
3

3
5
造

成
土

瓦
(
1
5
.
7
)
(
1
9
.
4
)

1
.
8

、
コ

、
、

コ
、

良
好

(
4
)

(
4
)

丸
瓦

瓦
文

文
平
瓦

瓦
文

中
花
文
（
1
4

）
、

文
（
第

3
3

3
3
と

の
文

構
成
）

瓦
上

に
面

り
状
の

位
の

コ
し

3
3

3
5

T
1
3

3
5
造

成
土

瓦
(
1
2
.
0
)
(
1
1
.
7
)

1
.
9

、
コ

、
、

コ
や
や

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（
第

3
3

3
3
と

の
文

構
成
）

瓦
上

を
り

し

3
5

4
1

T
1
4

3
5
造

成
土

瓦
(
5
.
2
)

(
1
4
.
4
)

2
.
0

、
コ

、
良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

（
第

3
6

5
1
と

）
平
瓦

瓦
文

文
（
第

3
1

2
5
と

の
文

構
成
）

3
5

4
2

T
1
4

3
5
造

成
土

瓦
(
1
8
.
8
)
(
1
2
.
0
)

1
.
9

、
コ

、
目

、
コ

良
好

(
5
)

(
5
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（

第
3
1

2
7
と

の
文

構
成

）
面

に
印
「

　
に

大
　

後
　

　
竹

　
田
」

3
5

4
3

T
1
4

3
5
造

成
土

瓦
(
1
0
.
8
)

(
9
.
9
)

1
.
9

、
コ

、
コ

、
良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（
第

3
1

2
5
と

の
文

構
成
）

瓦
上

を
り

3
6

5
1

T
1
4

2
2
石

垣
土

瓦
(
5
.
3
)

(
8
.
6
)

2
.
1

、
コ

、
良
好

(
4
)

(
4
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

（
第

3
1

2
3
と

、
ほ

じ
）

平
瓦

3
6

5
3

T
1
4

2
2
石

垣
土

瓦
(
4
.
6
)

(
6
.
8
)

2
.
0

コ
、

コ
、

良
好

(
4
)

(
4
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（
第

2
8

３
と

の
文

構
成
）

3
7

5
9

T
1
5

土
目
瓦

(
5
.
4
)

(
2
0
.
1
)

-
コ

、
良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

瓦
文

平
瓦

瓦
文

中
、
二

文
ズ

和
3
0
年
修

瓦

3
8

6
3

T
1
5

土
目

瓦
(
2
7
.
7
)
(
1
9
.
5
)

2
.
5

、
、

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

あ
り

面
に

印
「

和
年
修

」
長
塀

存
修
理
時
の

し
え
瓦

3
8

6
5

T
1
5

間
石

積
瓦

(
6
.
4
)

(
1
8
.
8
)

1
.
6

、
コ

、
コ

、
良
好

(
4
)

(
4
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

平
瓦

瓦
文

文
（
第

3
1

2
6
と

の
文

構
成
）

平
瓦

文
区
に
「

」
の

3
8

6
7

T
1
5

3
5
造

成
土

瓦
(
7
.
6
)

(
1
3
.
2
)

2
.
0

、
コ

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

平
瓦

瓦
文

文
（
第

3
1

2
6
と

の
文

構
成
）

3
8

6
8

T
1
5

3
5
造

成
土

瓦
(
1
1
.
0
)

(
7
.
0
)

1
.
7

、
コ

、
、

良
好

(
4
)

(
4
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

中
花

文
、

文
（

第
3
3

3
3
と

の
文

構
成

）
瓦

上
に

面
り
状
の

位
の

3
9

7
2

1
6

3
5
造

成
土

瓦
(
9
.
5
)

(
1
5
.
1
)

1
.
9

、
コ

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（

第
3
1

2
7
と

の
文

構
成

）
瓦

上
に

面
り

状
の

位
の

し

4
0

7
8

T
1
7

3
5
造

成
土

瓦
(
3
.
7
)

(
1
5
.
1
)

1
.
9

、
コ

、
コ

や
や

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

中
花
文
、

文
（
第

3
3

3
3
、
第

4
1

8
2
と

の
文

構
成
）

瓦
・

目
瓦

・
目

瓦
１
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N
o
.

N
o
.

土
位
置

土
位

種
類

調
土

焼
成

調

長
さ

面
面

・
面

面

4
0

7
9

T
1
7

3
5
造

成
土

瓦
(
1
0
.
0
)
(
3
0
.
4
)

2
.
0

、
コ

、
コ

、
良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

平
瓦

瓦
文

文
（

第
3
1

2
2
と

の
文

構
成

）
瓦

上
を

り
瓦

上
に
面

り
状
の

位
の

し

4
0

8
0

T
1
7

3
5
造

成
土

瓦
(
1
2
.
8
)
(
1
3
.
3
)

2
.
0

、
コ

、
、

コ
や
や

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（
第

3
1

2
5
と

の
文

構
成
）

瓦
上

を
り

4
1

8
2

T
1
7

2
2
石

垣
土

瓦
(
1
0
.
4
)
(
1
9
.
1
)

1
.
8

、
コ

、
、

コ
、

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

瓦
文

文
平
瓦

瓦
文

中
花
文
、

文
（
第

3
3

3
3
、
第

3
8

6
8
と

の
文

構
成
）

し

4
3

9
1

1
8

3
5
造

成
土

瓦
(
3
.
6
)

(
1
0
.
0
)

-
、

的
に

目
、

コ
、

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

瓦
文

文
平
瓦

リ
コ

し

4
3

9
2

1
8

3
5
造

成
土

瓦
2
6
.
3

(
2
3
.
7
)

2
.
0

、
コ

、
、

コ
、

、
目

良
好

(
4
)

(
4
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

平
瓦

瓦
文

文
（
第

3
1

2
2・

第
4
0

7
9
と

の
文

構
成
）

瓦
上

に
面

り
状
の

位
の

面
に

印
「

に
平

後
　

川
　

平
　

田
」

し

4
4

1
0
1

1
8

2
2
石

垣
土

瓦
(
7
.
6
)

(
8
.
5
)

1
.
7

、
コ

、
良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

瓦
文

文
平
瓦

（
第

3
3

3
3
と

の
文

構
成

）

4
5

1
0
5

T
1
9

土
瓦

(
1
3
.
0
)
(
1
7
.
2
)

1
.
8

、
コ

、
、

コ
、

や
や

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（

第
3
1

2
6
と

の
文

構
成

）
平

瓦
文

区
上

に
「

」
の

面
に

印
「

　
　

門
　

　
江

　
」

コ
し

4
5

1
1
3

T
1
9

3
5
造

成
土

目
瓦

(
1
5
.
8
)
(
1
8
.
7
)

2
.
0

コ
、

、
コ

、
良
好

(
4
)

(
4
)

丸
瓦

（
）

平
瓦

瓦
文

中
、

文
面
に

印
「

良
」

面
に

瓦
上

に
面

り
状
の

位
の

し
1
8
世

中

4
6

1
1
4

T
1
9

3
5
造

成
土

瓦
(
4
.
6
)

(
1
3
.
7
)

1
.
8

コ
、

コ
、

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

平
瓦

瓦
文

文
（
第

3
1

2
5
・
第

4
0

8
0
と

の
文

構
成
）

4
6

1
1
5

T
1
9

3
5
造

成
土

瓦
(
8
.
5
)

(
1
3
.
6
)

1
.
9

、
、

コ
良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（
第

2
8

３
・
第

3
1

2
2
、
2
5
、
2
6・

第
3
5

4
2
等
と

の
文

構
成
）

面
に

印
「

　
」

コ

4
6

1
1
6

T
1
9

3
5
造

成
土

瓦
(
1
2
.
9
)
(
1
4
.
5
)

2
.
0

、
コ

、
、

コ
良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（

第
3
1

2
7
・

第
3
5

4
2
等

と
の

文
構

成
）

面
に

印
「

に
大

後
　

　
　

」

4
6

1
1
7

T
1
9

3
5
造

成
土

瓦
(
8
.
2
)

(
1
3
.
5
)

1
.
7

、
コ

、
、

コ
良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（

第
2
8

３
・

第
3
1

2
2
、

2
7
等

と
の

文
構

成
）

瓦
上

を
り

瓦
上

に
面

り
状
の

位
の

コ

4
6

1
1
8

T
1
9

3
5
造

成
土

瓦
(
1
2
.
5
)
(
1
5
.
0
)

2
.
0

、
コ

、
、

コ
良
好

暗
(
4
)

暗
(
4
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（

第
3
1

2
6
と

の
文

構
成

）
瓦

上
を

り
瓦

上
に
面

り
状
の

位
の

コ
し

4
6

1
1
9

T
1
9

3
5
造

成
土

瓦
(
1
3
.
8
)
(
1
8
.
7
)

1
.
9

、
コ

、
、

コ
良
好

(
4
)

(
4
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

文
（

第
4
0

2
6
と

の
文

構
成

）
面

に
印
「

後
　

門
川
村
　
江

　
」

瓦
上

を
り

コ
し

4
6

1
2
0

T
1
9

3
5
造

成
土

瓦
(
1
6
.
2
)
(
2
1
.
2
)

1
.
9

、
コ

、
、

コ
や
や

良
好

暗
(
3
)

暗
(
3
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

平
瓦

瓦
文

文
（

第
3
1

2
7
・

第
3
5

4
2
、

1
1
6
と

の
文

構
成

）
面
に

印
「

に
平

後
　

　
　

」
し

5
0

1
3
9

T
2
0

3
5
造

成
土

瓦
(
6
.
7
)

(
1
5
.
3
)

2
.
2

、
コ

、
コ

良
好

(
4
)

(
4
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

中
状
、

文
コ

し

5
0

1
4
0

T
2
0

3
5
造

成
土

瓦
(
2
.
5
)

(
5
.
2
)

-
コ

、
コ

や
や

や
や

良
好

リ
ー

(
5
3
1
)

リ
ー

(
5
3
1
)

丸
瓦

平
瓦

瓦
文

中
花
文
、

文
コ

し

5
0

1
4
1

T
2
0

3
5
造

成
土

瓦
(
1
5
.
2
)
(
1
8
.
3
)

2
.
0

、
コ

、
、

コ
、

良
好

(
4
)

(
4
)

丸
瓦

瓦
文

の
目

平
瓦

瓦
文

文
し

5
0

1
4
2

T
2
0

3
5
造

成
土

瓦
(
5
.
2
)

(
1
1
.
6
)

1
.
6

、
良
好

暗
(
4
)

暗
(
4
)

丸
瓦

瓦
文
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第３ 　

の調査は、長塀の控石柱 に伴うもので平成 29・30 年度に行なった確認調査の成果 1 とほ

は ったが、長塀東 で江戸期の土 が高く残存していることを確認した。控石柱 １－３間で

した －１ で、特に控石柱 ２－３間ではこの に りつくような状態で多 の瓦が 土した（ 01）。

これを明治初年に長塀が解体された の状態と し、 初の 計では 基 が瓦に するために基

状を し現地 存の 置を行なっている。瓦の構成は丸瓦・平瓦・目 瓦（ 塀瓦）で、現在の目

瓦 きで に 瓦、 に丸瓦を したものではなく、目 瓦と を平瓦・丸瓦で いたも

のであった が高くなった。城 に江戸期の塀は長塀 残存していないが、 には 構造の

別 な塀が りこんでいるものがある。 天守北 ・平櫓西 ・ 行丸の塀は、本瓦 きの が

高いが、竹の丸西 の 前 に面した 塀は、目 瓦を した 構造のようである。 塀の目 瓦

きについては 櫓の復 報告書 2 でも されている。 の調査 ら 定される長塀の 構造

は城 に事 があり、竹の丸西 と じ った は、竹の丸の塀が一 の構造であったことも えられる。

ン 14 で した江戸期の埋没控石柱は、現状の長塀の柱間に の高さも異なる。

的な現況の控石柱と した 、 の としては 110 程度 くなる。現況の石垣天 よりも く

をなさないため、現況の石垣に控柱として伴うものではない。控石柱としての目的ではな った

も 定できない。本文にもあるように長塀石垣は 11 年（1634） に を石垣で ぐ が行な

れている。長塀は なくとも 建 初は現在 る ではな った。 の埋没控石柱の で す

ることはできないが、長塀 を える中では重要な遺構である。

平成 31 年度に 時行なった 事 のうち、控石柱 基 に伴う掘 と控石柱建て こしの

事 は、発掘調査を する関 にある。発掘調査と 事 によって、 の 基 掘 に明

治期の石垣修理 前の遺構が残存している が めて ないことが明ら となった。これは城としての

機 が った後も、石垣や塀といった を維持することが と けられてきたことを す。また、

長塀前面石垣の明治期における修理 がおおよ 確定できたと える。 の にも 控石柱の修理の

が明ら となった。これまで 和 52 年度の修理の は、報告書が 行されており 3 修理 が 的

っていたが、 れ の修理に関しては、現状 書などの文書の が の を えるもので

あった。 事 の 果と記 に があることが った。また、これまでの修理における控石柱の

修や についても、 の 要が明ら となった。

上記 の 事も めると、 土遺物や土 の によって、長塀 けではなく明治期 の竹の丸

体の土地 の を 測する りが られたことも、大きな成果である。

調査 が近代 の 積土であり、明治期 の竹の丸の土地 を した遺物が 土した。陶磁

器の 土 は ないが 前系の陶磁器が主体で、一 に 田焼などの在地 が られるといった城 の

の調査地 と じ であった。 土遺物の主体を めたのは瓦であったが、 の調査地 と異なるのは

近代 の瓦が多い である。

に近代瓦についてまとめる。

の調査で 土した主な瓦は、器 によって丸瓦・平瓦・目 瓦・ 瓦・目 瓦・ 瓦に 類で

き、 瓦や く 所が られる瓦も 土した。これらの瓦を のあるもので 類すると 記の ～

類とになり、さらに文 により 類できる。

　 類 丸瓦（ 文　 　 　 日 文）
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　 類 平瓦（中 　中 　中 ）

　 類 目 瓦（丸瓦 の文 と平瓦 の文 で多くの リ ーシ ンがある。）

　 類 瓦（ 類と じく、丸瓦 の文 と平瓦 の文 で多くの リ ーシ ンがある。）

調査で も多く 土したのは 類と 類で、現在の長塀に関 する瓦は 類である。これ に長塀と

関 のある瓦としては、第３ 本文や本 の記 の中で「目 瓦」があるとした。ここでは長塀およ 竹

の丸に 関 があると られる瓦について り上 る。

・目 瓦と目 瓦について

目 瓦の定 については、第３ ５－（２）－ で べたとおりである。この種の瓦は熊本城 では

江戸期 ら いられていることが、これまでの調査で明ら となっている 4。 の 土遺物の中にも

の 印 ら 城町土 の江戸期の目 瓦と えられるものが まれているが、 土瓦の中では主体的

なものではない。現在の長塀に れている目 瓦が の主体をなす。

長塀に れていた 目 瓦は、 土品 にも の解体修理に伴って された瓦があり、文

構成より６種類あることを確認している 5。基本的に、丸瓦 は 、平瓦 は の中 の

に 文を するものであるが、 に いがあり文 が異なる。 面に された修理年度を す 印 ら、

修理年度と文 の関 が把握できる。この中に 印のないもの（ ）があり、瓦 上 に り

を し調 が も丁 である。 印のある瓦で も丁 な調 が られるものは、「 和 28 年度修 」「

和 30 年度修 」の 印を持つものであるが、 こ ら修理年が進 につれ面 りや りと った丁

な調 が られなくなる。平瓦 の面 りの を ると の瓦が も丁 で、 和 28 年度・

30 年度が れに ぐこと ら、 の瓦はこの種の瓦の中で も いもの、すな ち長塀が修復された

初の瓦の が高いと える。 和 52 年度の修 瓦は調 が丁 であるが、文 は 和 29 年度の修

瓦を、 の調 は 和 28 年度修 瓦を にして られているようである。

調査 果の項などでも べたとおり、長塀はいったん解体された後に修復されていることが明ら であ

る。 01 の 土状況より て、解体 前に れていた瓦は目 瓦である が に高いため、目

瓦は現在の長塀が修復された に された瓦と える。

・ 瓦について

目 瓦や目 瓦は、長塀に関 る瓦としたが、 の調査で 的に も多く 土したのは 瓦である。

瓦 体は 的に ると、17 世 後 には く いられていることが明ら が、熊本城 では、城

としての機 があった時代、すな ち江戸時代においては、目 瓦が 瓦と の きをする瓦として、

(現在の 城町土 など )で されたものが城 で いられてきた。近代に っても土 では瓦の

が くの が、熊本市 で 家等に れている瓦を すると、熊本市 や 市の など

では、目 瓦が も ーなものとして えられる。し し熊本城 においては、明治時代 に

は 瓦が いられていることが、これまでの調査成果 らも明ら である 6。熊本城 で明治時代 に

されるのは旧日本 の であること ら、 瓦は れらに れていたものと えるのが も

であ う。

土した 瓦 ( 類 )は、瓦 文 ら大きく２類に 類できる（第 59・60 ）。一つは丸瓦

が 文で、平瓦 が 花文の中 の に 文を するもの（ － 類）。もう一つは丸瓦 が

の目 で、平瓦 が の中 の に が 状に丸くなる 文を するもの（ － 類）で

ある。 土 ら ると 的に － 類が多く、 － 類は 体的で の 土に まる。

－ 類は、丸瓦 の 文の き や平瓦 の文 らさらに細 ができるが、 じものが

はない状況である。 － 類は平瓦 の文 ら７類に細 でき、 れ れの文 に する 印が認め

られる。 れ れの文 と 印の関 は第 59・60 に す。このうち － －１類としたものが、もっ
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とも文 として細 く 現されており、中 ら る３本の 文が て中 の ら ているが、

２類 ら７類は 文が中 に しないものや、 の本 が るなど、文 が される が られ

る。 のように、 － 類は 類 における文 と 印の関 がおお 把握でき、 印には「 後

」「 後 川」「 田」の地名と 者名が っていること ら、 門 橋町 (現 川市 橋町 )

で された瓦であることが る。

これらの瓦の や された建物を 測するために、 の瓦 文 を する瓦の類 の収集を

た。し し、近代 の遺物であること ら に報告 が なく、 川市矢加 町 遺跡 7、

北 市 城 など 所の遺跡で確認したに過ぎない。なお、熊本城 では、旧第

所 (現在の加藤 )の門として された後、竹の丸西 に 築された、 門に － 類の瓦が現在

も れていることを確認している。

矢加 町 遺跡は集 跡とされている遺跡で、 瓦の平瓦 の を すれ 、熊本城で 土したも

のと 、もしくは れに近いような瓦が 土している。 体的には 類と 類、 花文の中 に

状の を する 類と 類の要 が 在したものがある。矢加 町 遺跡の 花文 状 文の

せは熊本城では 確認 が、熊本 代市の （細川家 頭家 家の 御殿） の

塀などで現在も れていることを確認している。なお、丸瓦 は 文の を確認しており、 の目

は確認していない。矢加 遺跡の を ると、 の調査で － 類としたものにも、「 川 田」

の 印が られること ら、 の調査で 土した － 類の瓦も 川 田 であると えて大過なさ

うである。

城跡でも近代の 瓦が多く報告されている。 して、 － 類( の目 中 文に 文)

としたものと じ瓦が、 は ないが報告されている。 城の 瓦は 地を リ ーシ ンが

に であり、熊本城とは が異なるようである。

また、この 瓦の 地である 川 や熊本 地の 家などで、現在も れている瓦の

も行なった。 調査的なものではないが、 川市 ・ 市 木 的建造物群 存地区・ 市 花

町・熊本市・ 代市・水 市で 川 田 のものと られる 瓦を している建物を確認している。

代市の は、すべて 家もしくは であるが、 られる瓦は － 類とした系 のものと、平

瓦 に 類と 類 の要 を せ持ったものが 的に多い。 － 類としたものはほ で、平瓦

は － 類とした系 であっても、丸瓦 に 文を せるもの、もしくは丸瓦 を するも

のとなる。丸瓦 に の目 を するものは に なく、 できたものでは熊本市中央区 町にあ

る 田 花 の土塀に いられている の である。このこと ら、熊本城 で いられる 川 田

の瓦には、熊本城で いられる の瓦と の のものは いられないのでは、との 通しを るこ

とができた。 川 田 の瓦の は、藤丸 橋町の製瓦業について 9 などによると、 明

地 の物 を により 川 ん 後の、い る り として積 まれて持ち られたとのこと

で、 川 ら く れた水 など、 明 地 に く するのは、このことに 因すると えられる。

また 著には、「 田を中 に られた瓦は、一時 瓦とも れ、旧第 の熊本城 の の

瓦の 上を めていた」との記 がある。この「 瓦」が、熊本城 ではほとんど目にすること

がない － 類とする確 はないが、熊本城 で られる 瓦の を えるうえで に い。た

、 － 類は、 城跡でも 土していること ら、「 瓦」として熊本の旧日本 関 にの

されていたものではない。

上、 土した 瓦を てきた。熊本城 で 土する 川 田 の 瓦は、旧日本 の に

いられていたことは、城 での近代の土地 と の 土状況を た 、 の は高いと えら

れる。た し、これらの瓦、特に の目 を する瓦が、旧第 の に するために焼 れた
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特 の瓦であるとまでは、 い ることはできない。

１　熊本市 特別史跡熊本城跡復旧事業報告書１－重要文化財長塀復旧等に伴う確認調査－ 、2021 年。

２　熊本市 特別史跡熊本城跡 櫓復 事業報告書 、2016 年。

３　熊本市 重要文化財熊本城 物櫓・長塀修理 事（ 、 修理報告書）、1979 年。

　西 丸で 土した 目 瓦の平瓦 （熊本市 1999 特別史跡熊本城跡　石垣 存修理・発掘調査報

告書 ）と 文の 田丸 土 平瓦（熊本市熊本城調査研究センター 2014 熊本城跡発掘調査報告書 1 － 田丸の

調査－ ）に「 年」（1694 年）の 印があり、熊本城 での目 瓦の は なくとも 17 世 らと

えられる。（ 2020「熊本城の 土瓦編年 」 特別史跡熊本城跡 報告書　調査研究編 熊本市熊

熊本城調査研究センター）

５　熊本市 重要文化財熊本城長塀修理（ 害復旧） 事報告書 、2021 年を 。

６　熊本市 特別史跡熊本城跡　石垣 存修理 事・発掘調査報告書 、1999 年 。

７　 矢加 町 遺跡 、2007 年。

　北 市 城 －御花 跡の調査－ 、1998 年。

　　財 北 市 文化事業 埋 文化財調査 城跡２ 、1997 年。

　　財 北 市 術文化 財 埋 文化財調査 城代 御 跡 、2003 年。

　　財 北 市 術文化 財 埋 文化財調査 城代 御 跡 、2004 年。

　　財 北 市 術文化 財 埋 文化財調査 城代 御 跡・御 所跡（第 2 調査）、2008 年ほ 。

９　藤丸 「 橋町の製瓦業について」 の文化に を 橋町、1992 年。



88

Ⅳ-A・1

Ⅳ-B・1

Ⅳ-B・2

Ⅳ-B・3

Ⅳ-B・4

縮尺不同

Ⅳ-A・2

中心飾菊花紋９弁 中心飾菊花紋８弁



89

Ⅳ-B・4

Ⅳ-B・5

Ⅳ-B・5

Ⅳ-B・6

Ⅳ-B・7

Ⅳ-B・7

縮尺不同



— 91 —





— 93 —



— 94 —



— 95 —



— 96 —



— 97 —



— 98 —



— 99 —



— 100 —



— 101 —



— 102 —



— 103 —



— 104 —



— 105 —



— 106 —



— 107 —



— 108 —



— 109 —



— 110 —



— 111 —



— 112 —



報告書抄録

ふりがな とくべつしせきくまもとじょうあと　ふっきゅうじぎょうほうこくしょ

書名 特別史跡熊本城跡復旧事業報告書２

副書名 重要文化財長塀復旧に伴う発掘調査

シリーズ名 熊本城調査研究センター報告書

シリーズ番号 第６集

編著者名 矢野裕介　金田一精　岩橋隆浩

編集機関 熊本市熊本城調査研究センター

所在地 〒 860-0806　熊本市中央区花畑町９番６号　℡ 096-355-2327

発行年月日 令和３年（2021）３月 31 日

所収遺跡名 所在地

コード
緯度・経度

調査期間 調査面積 調査原因

(世界測地系)

市町村
遺跡

番号
北緯 東経

熊
く ま も と じ ょ う い せ き ぐ ん

本城遺跡群

竹
たけ

の丸
まる

熊
くまもとし

本市

中
ちゅうおうく

央区

本
ほんまる

丸１

43201

246

・

247

32°

48′

15″

130°

42′

18″

2018.9.13

～

2019.1.28

283 ㎡
平成 28年熊本地震の

復旧事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

熊本城遺跡群

竹の丸
城郭

近世・

近代

石垣、暗渠排水路、

控石柱

瓦、陶磁器類、金属製品、

石製品

要旨

　熊本城は、加藤清正により築城された近世城郭である。加藤家ののち細川家によって江戸

時代を通して維持され、西南戦争で天守や本丸御殿など主要な建物の多くが焼失したものの、

宇土櫓をはじめとする櫓群や門、塀などの重要文化財建造物が残る。また、壮大な石垣群が

良好な状態で残存している。学術的な価値が高いとして特別史跡に指定されている。

　平成 28 年熊本地震で甚大な被害を受けた熊本城は、平成 30 年に策定された「熊本城復旧

基本計画」に基づき復旧を進めている。

　本報告書は、重要文化財建造物長塀の復旧に伴う発掘調査の成果をまとめたものである。

　事前の調査で石垣の履歴を確認し、明治 22 年熊本地震で大きく被害を受けた状況を把握し

た上で、発掘調査では地震後の修理過程を確認した。また、明治初頭に長塀を解体した時の

瓦溜りや、現状の控石柱と異なる位置での埋没控石柱を確認する等の調査成果があった。こ

の成果を踏まえて、長塀の復旧が進められた。



熊本城調査研究センター報告書　第６集

特別史跡熊本城跡復旧事業報告書２
-重要文化財長塀復旧に伴う発掘調査 -

2021 年 3 月

発行　熊本城調査研究センター

〒 860-0806　熊本市中央区花畑町９番６号

℡（０９６）３５５－２３２７

印刷　コロニー印刷

〒 860-0051　熊本市西区二本木３丁目 12-37

℡（０９６）３５３－１２９１




